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◇
第
53
回
通
常
総
会
・
全
国
大
会
◇

６
月
19
日（
水
）鳥
取
県
に
お
い
て
開
催

全
国
か
ら
多
数
の
参
加
を

―　

出
席
者
・
宿
泊
の
申
込
を
受
付
中　

―

賓
、
参
加
者
を
迎
え
る
準
備

に
入
っ
て
お
り
、
全
国
か
ら

の
多
数
の
出
席
を
呼
び
か
け

て
い
る
。
申
込
締
切
は
、
五

月
二
十
四
日
（
金
）
で
す
。

　

総
会
、
大
会
等
の
日
程
は

次
の
と
お
り
で
す
。

　

な
お
、
全
管
連
で
は
総
会

等
関
連
行
事
の
円
滑
な
準
備

運
営
を
図
る
た
め
、
所
属
組

合
を
通
じ
て
出
席
者
の
予
備

調
査
を
実
施
し
、
四
月
末
現

在
で
約
四
百
名
が
出
席
予
定

と
な
っ
て
い
ま
す
。

◇
第
五
十
三
回
通
常
総
会
・

全
国
大
会
・
懇
親
会
◇

１
、
日
時　

平
成
二
十
五
年

六
月
十
九
日
（
水
）（
受
付

午
後
一
時
〜
）

○
総
会
（
理
事
会
）　

午
後

鳥
取
県
連
の
松
谷
会
長
に
よ

る
参
加
呼
び
か
け

◇
今
後
の
主
要
（
関
連
）
行
事
予
定
◇

５
月
17
日
（
金
）
正
副
会
長
・
ブ
ロ
ッ
ク
長
・
部
長
会
議

６
月
４
日
（
火
）
第
３
１
３
回
理
事
会

６
月
19
日
（
水
）
第
53
回
通
常
総
会
・
平
成
24
年
度

　
　
　
　
　
　
　

全
国
大
会
・
懇
親
会
、
米
子
市

　
　
　
　
　
　
　

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

　

本
会
の
第
五
十
三
回
（
平

成
二
十
五
年
度
）
通
常
総

会
・
全
国
大
会
及
び
関
連
行

事
は
、
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
の
鳥

取
県
管
工
事
業
協
同
組
合
連

合
会
（
会
長
・
松
谷
信
男
氏
）

が
担
当
し
、
来
る
六
月
十
九

日
（
水
）
に
米
子
市
の
米
子

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
開
催
さ
れ
る
。

　

中
国
ブ
ロ
ッ
ク
に
お
い
て

は
、
全
国
か
ら
訪
れ
る
ご
来

厚
生
労
働
省
健
康
局
水
道
課

長
に
宇
仁
菅
氏
が
就
任

　

厚
生
労
働
省
は
健
康
局
水

道
課
長
に
、
四
月
一
日
付
で

環
境
省
水
・
大
気
環
境
局
土

壌
環
境
課
地
下
水
・
地
盤
環

境
室
長
の
宇
仁
菅
伸
介
氏
が

就
任
さ
れ
た
。

　

な
お
、
石
飛
博
之
前
水
道

課
長
は
、同
日
付
け
で
（
独
）

国
立
環
境
研
究
所
企
画
部
長

に
就
任
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
十
九
日
に
大
澤
会

長
、
後
藤
専
務
、
松
本
局
長

が
宇
仁
菅
課
長
を
表
敬
訪
問

さ
れ
た
。

　
宇
仁
菅　

伸
介
（
う
に
す
が

　

し
ん
す
け
）
氏
の
略
歴

　

昭
和
五
十
八
年
に
厚
生
省

に
入
省
（
環
境
衛
生
局
水
道

環
境
部
水
道
整
備
課
）。
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
国
環
境
省
派

遣
、
環
境
省
地
球
環
境
局
環

境
保
全
対
策
課
フ
ロ
ン
等
対

策
官
、
環
境
省
総
合
環
境
政

策
局
総
務
課
環
境
研
究
技
術

室
長
、（
独
）
水
資
源
機
構

環
境
室
水
環
境
課
長
、
流
山

市
環
境
部
長
を
務
め
た
。

　

昭
和
三
十
四
年
生
ま
れ
。

二
時
〜
三
時
三
十
分
。

○
大
会　

午
後
四
時
〜
五

時
。

○
懇
親
会　

午
後
五
時
三
十

分
〜
七
時
三
十
分
。

２
、
場
所

　

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ーBiG

SH
iP

（
米
子

市
末
広
町
二
九
四
、
電
話
〇

八
五
九
―
三
五
―
八
一
一

一
）

総
会
・
大
会
会
場　

二
階「
国

際
会
議
室
（
メ
イ
ン
）
並
び

に
一
階
「
情
報
プ
ラ
ザ
」。

懇
親
会
会
場　

一
階
「
多
目

的
ホ
ー
ル
」。

３
、
記
念
旅
行　

記
念
旅
行

の
詳
細
は
三
面
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

―　

東
日
本
大
震
災
の
応
急
復
旧
活
動
を
踏
ま
え
、

　
　

六
点
の
ポ
イ
ン
ト
を
改
訂　

―

宇仁菅伸介氏
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水
道
週
間
へ
の
御
協
力
に
つ
い
て 

厚
労
省　
　

４
面

Ｐ
Ｒ
チ
ラ
シ
を
配
布 

全
管
連　
　

４
面

建
設
業
経
理
検
定
試
験
の
ご
案
内 

５
面

浄
化
槽
管
理
士
講
習
等
の
ご
案
内 

６
面

　

オ
バ
マ
米
大
統
領
が
先

月
、
公
表
し
た
二
〇
一
四
年

会
計
年
度 

（
一
三
年
十
月
〜

一
四
年
九
月
）
の
予
算
教
書

は
経
済
成
長
と
雇
用
創
出
を

重
視
し
、
新
た
な
公
共
投
資

等
を
盛
り
込
ん
だ
。
経
済
成

長
の
即
効
薬
と
し
て
期
待
さ

れ
て
い
る
の
が
、
老
朽 

化

し
た
橋
、
高
速
道
路
、
空
港

な
ど
の
修
理
や
更
新
な
ど
五

百
億
㌦
（
約
四
兆
九
千
五
百

億
円
）
の
イ
ン
フ
ラ
（
社
会

基
盤
）
投
資
だ
。
◆
国
土
交

通
省
は
三
月
、
平
成
二
十
五

年
度 

「
公
共
工
事
設
計
労
務

単
価
」引
き
上
げ
を
公
表
し
、

技
能
労
働
者
の
賃
金
を
引
き

上
げ
る
よ
う
に
建
設
業
団
体

や
公
共
・
民
間
発
注
者
に
要

請
す
る
文
書
を
通
知
し
た
。

先
月
に
は
、
太
田
国
土
交
通

大
臣
が
業
界
四
団
体
に
適
正

価
格
で
の
受
注
、
技
能
労
働

者
へ
の
適
正
水
準
の
賃
金
支

払
い
と
社
会
保
険
加
入
の
徹

底
を
要
請
し
た
。
◆
全
管
連

を
は
じ
め
業
界
団
体
や
地
方

議
会
は
「
適
正
価
格
で
の
受

注
」
や
「
適
正
水
準
の
賃
金

支
払
い
」が
で
き
な
い
か
ら
、

「
公
共
事
業
労
務
費
調
査
」

方
法
の
改
善
を
要
望
し
て
き

た
。
労
務
単
価
が
、
実
勢
単

価
と
し
て
反
映
さ
れ
る
よ
う

に
取
り
組
ん
で
き
た
者
と
し

て
、
今
回
の
対
応
の
遅
さ
に

悔
し
い
限
り
だ
。

地
震
等
緊
急
時
に
お
け
る
応
急
復
旧

工
事
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
を
改
訂

　

本
会
は
、
東
日
本
大
震
災

に
お
け
る
諸
課
題
を
整
理

し
、
関
係
者
間
で
協
議
を
重

ね
、
応
急
復
旧
応
援
に
お
け

る
緊
急
対
応
の
あ
り
方
を
さ

ら
に
充
実
さ
せ
る
た
め
、
全

管
連
作
成
「
地
震
等
緊
急
時

に
お
け
る
応
急
復
旧
工
事
対

応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」 ｢

災
害
時

に
備
え
た
レ
ン
タ
ル
機
材
及

び
資
材
の
確
保
・
調
達
の
た

め
の
協
定
事
例
集｣

を
改

訂
し
た
。

　

同
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
本
会
会

員
へ｢

地
震
等
緊
急
時
対

応
の
手
引
き
の
改
訂
に
つ
い

て｣

（
日
水
協
）
と
共
に
配

布
さ
れ
た
。
ま
た
、
全
管
連

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.ze
n
k
a
n
re
n
.

or.jp/

）
の
会
員
通
知
に
掲

地
震
等
緊
急
時
対
応
の
手
引

の
改
訂
に
つ
い
て　

日
水
協

　
（
公
社
）
日
本
水
道
協
会

は
、「
地
震
等
緊
急
時
対
応

の
手
引
き
」
に
つ
い
て
、
東

日
本
大
震
災
に
お
け
る
応
援

活
動
か
ら
得
た
知
見
を
も
と

に
、
広
域
災
害
へ
の
対
応
等

に
関
す
る
改
訂
を
行
い
ま
し

た
。
内
容
は
、
同
協
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
お

り
ま
す
。http://w

w
w
.

jw
w
a.or.jp/top/index.

htm
l

　

同
協
会
は
、
こ
れ
ま
で
平

載
し
た
。（
会
員
限
定
）

　

本
会
は
、
こ
れ
ま
で
「
自

ら
が
被
災
地
と
な
っ
た
応
急

復
旧
へ
の
対
応
に
関
す
る
Ｗ

Ｇ
」「
応
急
復
旧
応
援
に
お

け
る
見
直
し
に
関
す
る
Ｗ

Ｇ
」
の
二
つ
の
Ｗ
Ｇ
を
立
ち

上
げ
、
応
急
復
旧
等
の
諸
課

題
を
整
理
し
た
。　

　

今
回
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
改
訂

の
主
な
ポ
イ
ン
ト
は
以
下
の

六
点
で
あ
る
。（
全
管
連
ニ

ュ
ー
ス
四
月
号
二
面
参
照
）

①
初
動
体
制
に
お
け
る
通
信

手
段
の
整
備
・
確
保

②
応
援
要
請
の
再
構
築

③
工
事
請
負
費
基
準
の
見
直

し
及
び
検
証

④
二
つ
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

を
追
加

⑤
応
急
給
水
応
援
に
つ
い
て

　

も
作
業
指
示
書
、
報
告
書

　

の
様
式
を
追
加

⑥
第
二
編
「
被
災
地
に
お
け

　

る
地
元
組
合
の
災
害
対
応

　

に
つ
い
て
」
を
新
た
に
追

　

加

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
日

本
水
道
協
会
を
中
心
に
相
互

に
応
援
活
動
を
展
開
し
、
改

め
て
現
行
の
応
援
体
制
の
重

要
性
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、
こ
の

体
制
を
維
持
・
強
化
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
が
、

そ
の
た
め
に
も
、
平
常
時
か

ら
本
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
意
義
や

内
容
を
会
員
等
に
周
知
徹
底

し
、
活
用
が
図
ら
れ
る
こ
と

に
期
待
し
て
い
る
。

成
八
年
に
「
地
震
等
緊
急
時

対
応
に
関
す
る
報
告
書
」
を

発
行
、
こ
の
応
援
活
動
の
ル

ー
ル
に
、
新
潟
県
中
越
地
震

や
能
登
半
島
沖
地
震
、
新
潟

県
中
越
沖
地
震
等
で
の
応
援

活
動
を
踏
ま
え
、
厚
生
労
働

省
、
都
道
府
県
及
び
日
本
水

道
協
会
が
一
体
と
な
り
、
よ

り
円
滑
か
つ
迅
速
な
応
援
活

動
が
実
施
で
き
る
体
制
の
確

立
を
求
め
た
「
地
震
等
緊
急

時
対
応
の
手
引
き
」
に
取
り

ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
東
日
本
大
震
災

に
お
け
る
応
急
支
援
活
動
の

経
験
を
踏
ま
え
、
全
国
の
支

部
・
会
員
の
協
力
に
よ
り
力

強
い
活
動
が
で
き
る
よ
う
改

訂
を
行
っ
た
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



国交省

技
能
労
働
者
へ
の
適
切
な
賃
金

水
準
の
確
保
に
つ
い
て

調査の手順

各発注期間から、元請の方に調査協力依頼及び説明会へ
の出席案内。元請から、対象工事の10月に工事を行って
いる全ての下請（2次以下の下請も含みます）に対し、調
査の協力依頼と調査票等（説明会等で配布）の配布。

調査対象となった場合、説明会に必ず出席して下さい。
説明会には調査対象工事の現場代理人等、現場の状況に
精通しておられる方及び経理担当者等、賃金の管理に詳
しい方をお願いいたします。

各発注機関から、元請の方に会場調査の案内（実施日、
会場等）。調査会場では、提出された調査票等が正しく
記入、作成されているかどうかを調査員が会社ごとに個
別に確認。

調査票記入内容が現場の状況を的確には反映しているか
の確認のため、会場調査実施前に工事現場の現状調査を
行い、現場の作業内容及び労働者数を確認。

説明会での説明内容、資料をもとに、会場調査に提出す
る調査票の記入。裏面のポイント参照。

調査結果を基に、次年度の公共工事設計労務単価を設定。

設定された設計労務単価を使用して、
次年度の公共工事予算が算定。

調査対象工事の実施

現況調査の実施

説明会の実施

調査票への記入

会場調査
（調査票の提出・記入内容の確認）

公共工事設計労務単価の設定

公共工事予算の算定

公
共
事
業
労
務
費
調
査
を
受
け
ら
れ
る

現
場
代
理
人
・
経
理
担
当
者
の
皆
様
へ

公
共
事
業
労
務
費
調
査
を
受
け
ら
れ
る

現
場
代
理
人
・
経
理
担
当
者
の
皆
様
へ

適正な記入のために

日頃から準備しておく必要不可欠なもの

●労働基準法に基づく「就業規則または雇用契約書」の整備（所定労働時間が週40時間を超

えず、給与規定・諸手当・勤務時間・休日・有給休暇を明記しよう。）

●「賃金台帳」を正しく記入（受領を証明する押印または銀行振込領収書）

●調査票記入根拠の資料（休日カレンダー、作業日報、有給休暇簿、施工体制台帳（元請のみ））

公共事業労務費調査とは

農林水産省と国土交通省が、毎年、公共工事に従事する労働者の県別賃金を職種ごと
に調査し、その調査結果に基づいて公共工事の積算に用いる「公共工事設計労務単
価」を決定する調査のことです。
公共工事設計労務単価は公共工事の積算に使用される労務単価で、国、都道府県等の
公共工事はもちろんのこと、民間工事の積算に大きな影響を与えます。

1

2

3

調査の手順

各発注期間から、元請の方に調査協力依頼及び説明会へ
の出席案内。元請から、対象工事の10月に工事を行って
いる全ての下請（2次以下の下請も含みます）に対し、調
査の協力依頼と調査票等（説明会等で配布）の配布。

調査対象となった場合、説明会に必ず出席して下さい。
説明会には調査対象工事の現場代理人等、現場の状況に
精通しておられる方及び経理担当者等、賃金の管理に詳
しい方をお願いいたします。

各発注機関から、元請の方に会場調査の案内（実施日、
会場等）。調査会場では、提出された調査票等が正しく
記入、作成されているかどうかを調査員が会社ごとに個
別に確認。

調査票記入内容が現場の状況を的確には反映しているか
の確認のため、会場調査実施前に工事現場の現状調査を
行い、現場の作業内容及び労働者数を確認。

説明会での説明内容、資料をもとに、会場調査に提出す
る調査票の記入。裏面のポイント参照。

調査結果を基に、次年度の公共工事設計労務単価を設定。

設定された設計労務単価を使用して、
次年度の公共工事予算が算定。

調査対象工事の実施

現況調査の実施

説明会の実施

調査票への記入

会場調査
（調査票の提出・記入内容の確認）

公共工事設計労務単価の設定

公共工事予算の算定

公
共
事
業
労
務
費
調
査
を
受
け
ら
れ
る

現
場
代
理
人
・
経
理
担
当
者
の
皆
様
へ

公
共
事
業
労
務
費
調
査
を
受
け
ら
れ
る

現
場
代
理
人
・
経
理
担
当
者
の
皆
様
へ

適正な記入のために

日頃から準備しておく必要不可欠なもの

●労働基準法に基づく「就業規則または雇用契約書」の整備（所定労働時間が週40時間を超

えず、給与規定・諸手当・勤務時間・休日・有給休暇を明記しよう。）

●「賃金台帳」を正しく記入（受領を証明する押印または銀行振込領収書）

●調査票記入根拠の資料（休日カレンダー、作業日報、有給休暇簿、施工体制台帳（元請のみ））

公共事業労務費調査とは

農林水産省と国土交通省が、毎年、公共工事に従事する労働者の県別賃金を職種ごと
に調査し、その調査結果に基づいて公共工事の積算に用いる「公共工事設計労務単
価」を決定する調査のことです。
公共工事設計労務単価は公共工事の積算に使用される労務単価で、国、都道府県等の
公共工事はもちろんのこと、民間工事の積算に大きな影響を与えます。
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2

3

（課題）
（現状）
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国
土
交
通
省
は
、
三
月
二

十
九
日
付
け
で
、
土
地
・
建

設
産
業
局
長
名
を
も
っ
て
本

会
に
標
記
を
通
知
さ
れ
た
。

　

詳
細
は
同
省
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
参
照
し
て
下
さ

い
。http://w

w
w
.m
lit.

g
o
.jp
/rep

o
rt/p
ress/

to
tiken

san
g
yo
1
3
_

hh_000188.htm
l

技
能
労
働
者
へ
の
適
切
な
賃

金
水
準
の
確
保
に
つ
い
て

　

本
日
、
平
成
二
十
五
年
度

の
公
共
工
事
設
計
労
務
単
価

が
決
定
・
公
表
さ
れ
、
前
年

度
と
比
べ
、
全
国
平
均
で
約

十
五
％
、
被
災
三
県
の
平
均

で
は
約
二
十
一
％
の
上
昇
と

な
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

近
年
の
技
能
労
働
者
に
係

る
就
労
環
境
の
変
化
は
大
き

く
、
建
設
投
資
の
大
幅
な
減

少
に
伴
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
ダ

ン
ピ
ン
グ
受
注
が
激
化
し
、

そ
の
し
わ
寄
せ
が
労
働
者
の

賃
金
低
下
を
も
た
ら
し
て
、

若
年
入
職
者
が
大
き
く
減
少

し
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
で
は

熟
練
工
か
ら
若
手
へ
の
技
能

承
継
が
さ
れ
な
い
ま
ま
に
技

能
労
働
者
が
減
少
し
、
将
来

の
建
設
産
業
の
存
続
が
危
惧

さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
諸
事
情
を
踏
ま

え
れ
ば
、
技
能
労
働
者
に
係

る
適
切
な
賃
金
水
準
の
確

保
、
建
設
産
業
全
体
の
喫
緊

の
課
題
で
あ
り
、
下
記
の
と

お
り
、
貴
団
体
傘
下
企
業
に

お
い
て
、
ご
理
解
と
適
切
な

対
応
を
図
ら
れ
た
く
、
周
知

徹
底
方
お
願
い
す
る
。

記

１
．
技
能
労
働
者
へ
の
適
切

な
水
準
の
賃
金
の
支
払
に
対

す
る
特
段
の
配
慮
（
略
）

２
．
法
定
福
利
費
の
適
切
な

支
払
と
社
会
保
険
等
へ
の
加

入
徹
底
（
略
）

３
．
若
年
入
職
者
の
積
極
的

な
確
保
（
略
）

４
．
ダ
ン
ピ
ン
グ
受
注
の
排

除
（
略
）

５
．
設
計
変
更
に
伴
う
下
請

企
業
へ
の
適
切
な
支
払（
略
）

６
．
労
務
費
の
急
激
な
変
動

へ
の
対
応
（
略
）

７
．
資
材
不
足
等
へ
の
適
切

な
対
応
（
略
）

　

国
土
交
通
省
は
三
月
二
十

九
日
に
建
設
市
場
整
備
課
長

名
で
本
会
あ
て
標
記
を
通
知

さ
れ
、
そ
の
内
容
は
次
の
と

お
り
で
す
（
別
添
省
略
）。

　

四
月
号
で
既
報
の
と
お

り
、
平
成
二
十
五
年
度
公
共

工
事
設
計
労
務
単
価
（
基
準

額
）
の
全
五
十
一
職
の
単
純

平
均
単
価
は
、前
年
比
十
六
・

一
％
増
の
一
万
五
千
百
七
十

五
円
と
な
っ
た
。
配
管
工

は
、
一
万
六
千
七
百
五
十
七

円
（
昨
年
度
一
万
四
千
八
百

八
十
九
円
）
と
な
っ
た
（
詳

細
に
つ
い
て
は
全
管
連
ジ
ャ

ー
ナ
ル
五
月
号
に
掲
載
）。

　

労
務
単
価
は
公
共
工
事
、

国交省

公
共
事
業
労
務
費
調
査

　
（
平
成
二
十
四
年
十
月
調
査
）

　
　

実
施
報
告
に
つ
い
て

民
間
工
事
の
工
事
費
に
と
っ

て
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま

す
。

　

別
掲
に
掲
載
し
て
い
る
公

共
工
事
労
務
費
調
査
の
適
正

な
記
入
の
た
め
の
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
参
考
に
調
査
へ
の
協

力
を
宜
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

公
共
事
業
労
務
費
調
査
（
平

成
二
十
四
年
十
月
調
査
）
の

実
施
報
告
に
つ
い
て（
概
要
）

　

標
記
調
査
の
実
施
に
つ
き

ま
し
て
は
、「
公
共
事
業
労

務
費
調
査
（
平
成
二
十
四
年

十
月
調
査
）
の
実
施
に
つ
い

て
」（
平
成
二
十
四
年
八
月

八
日
付
け
国
土
建
整
第
八
十

七
―
二
号
）
を
も
っ
て
、
ご

協
力
お
願
い
申
し
上
げ
た
と

こ
ろ
で
す
が
、
こ
の
度
、
同

調
査
に
基
づ
き
、
公
共
事
業

労
務
費
調
査
連
絡
協
議
会
と

し
て
、
平
成
二
十
五
年
度
公

共
工
事
設
計
労
務
単
価
を
決

定
し
ま
し
た
の
で
、
別
添
の

と
お
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
公
共
工
事
設
計
労

務
単
価
に
つ
き
ま
し
て
は
、

こ
れ
ま
で
も
「
下
請
契
約
及

び
下
請
代
金
支
払
の
適
正
化

並
び
に
施
工
管
理
の
徹
底
等

に
つ
い
て
」（
平
成
二
十
四

年
十
二
月
三
日
付
け
国
土
建

推
第
三
十
六
号
）、「
下
請
代

金
の
決
定
に
当
た
っ
て
公
共

工
事
設
計
労
務
単
価
を
参
考

資
料
と
し
て
取
り
扱
う
場
合

の
留
意
事
項
に
つ
い
て
」（
平

成
二
十
四
年
十
二
月
三
日
付

け
国
土
建
労
第
二
十
四
号
）

等
を
も
っ
て
、
個
々
の
契
約

を
拘
束
す
る
も
の
で
は
な
い

こ
と
、
労
働
者
に
支
払
わ
れ

な
い
会
社
負
担
の
諸
経
費
分

は
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
な

ど
、
公
共
工
事
設
計
労
務
単

価
の
意
味
を
十
分
に
理
解

し
、
適
正
な
取
扱
い
が
図
ら

れ
る
よ
う
お
願
い
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
重

ね
て
下
記
の
事
項
に
つ
い

て
、
貴
団
体
会
員
企
業
に
対

す
る
周
知
徹
底
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

ま
た
、
本
調
査
は
、
調
査

対
象
工
事
の
元
請
企
業
及
び

下
請
企
業
か
ら
提
出
さ
れ
た

調
査
票
に
つ
い
て
提
出
資
料

に
基
づ
く
審
査
を
行
っ
て
お

り
ま
す
が
、
審
査
の
段
階
で

調
査
対
象
者
の
う
ち
約
三
割

に
相
当
す
る
標
本
が
、「
就

業
規
則
等
の
提
出
が
な
い
」、

「
所
定
労
働
時
間
が
法
定
労

働
時
間
（
週
四
十
時
間
）
以

内
で
あ
る
こ
と
の
確
認
が
で

き
な
い
」、「
貸
金
台
帳
等
に

受
領
印
が
な
い
」
等
の
雇
用

管
理
の
不
徹
底
等
に
よ
り
棄

却
さ
れ
て
い
る
状
況
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
平
成
二
十
四
年

度
の
公
共
事
業
労
務
費
調
査

の
説
明
会
に
お
い
て
、
厚
生

労
働
省
担
当
部
局
か
ら
労
働

時
間
制
度
や
就
業
規
則
、
労

働
条
件
通
知
書
、
貸
金
台
帳

の
調
製
等
に
関
す
る
労
働
基

準
関
係
法
令
の
基
本
事
項
に

つ
い
て
説
明
し
、
周
知
を
図

っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
本
調
査

の
目
的
で
あ
る
建
設
労
働
者

の
賃
金
支
払
い
実
態
の
正
確

な
把
握
と
と
も
に
、
雇
用
改

善
の
推
進
を
図
る
観
点
か
ら

も
、
下
記
内
容
に
つ
い
て
、

下
請
企
業
を
含
め
た
建
設
労

働
者
の
雇
用
管
理
の
徹
底
に

つ
い
て
、
貴
団
体
会
員
企
業

に
対
す
る
周
知
徹
底
を
お
願

い
し
ま
す
。　
　
　
記

１
．
公
共
工
事
設
計
労
務
単

価
は
、
公
共
工
事
の
工
事
費

の
積
算
に
用
い
る
た
め
の
も

の
で
あ
り
、
下
請
契
約
に
お

け
る
労
務
単
価
や
建
設
労
働

者
の
貸
金
を
拘
束
す
る
も
の

で
は
な
い
こ
と
。

２
．
公
共
工
事
設
計
労
務
単

価
は
、
建
設
労
働
者
の
所
定

労
働
時
間
内
八
時
間
当
た
り

の
単
価
と
し
て
設
定
し
た
も

の
で
あ
り
、
所
定
労
働
時
間

外
の
労
働
に
対
す
る
割
増
賃

金
や
下
請
企
業
の
現
場
管
理

費
（
法
定
福
利
費
の
事
業
主

負
担
額
、
研
修
訓
練
等
に
要

す
る
費
用
等
）、
一
般
管
理

費
等
の
諸
経
費
は
含
ま
れ
て

い
な
い
こ
と
。

　

技能労働者への適切な賃金水準の確保に係る要請（概要）



植
田
正
治
写
真
記
念
館

皆
生
温
泉

鳥
取
砂
丘

大
山
平
原
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

　

厚
生
労
働
省
健
康
局
水
道

課
は
、
三
月
二
十
三
日
、
平

成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日

現
在
の
平
成
二
十
三
年
度
給

水
人
口
と
水
道
普
及
率
を
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
た
。

　

詳
し
く
は
水
道
整
備
課
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て

下
さ
い
。

http://w
w
w
.m
hlw
.go.

jp
/to
p
ics/b

u
kyo
ku
/

kenkou/suido/database/
kihon/

　

給
水
人
口
は
、
上
水
道
一

億
千
九
百
五
十
万
五
千
二
十

六
人
（
前
年
度
比
二
十
三
万

九
千
八
百
十
四
人
増
）
、
簡

易
水
道
四
百
八
十
七
万
七
千

七
百
五
十
九
人
（
同
二
十
万

千
二
百
七
十
人
減
）
、
専
用

水
道
普
及
率
97
・
６
％
へ

厚労省

水
道
四
十
三
万
四
千
二
百
二

十
人
（
同
一
万
七
千
八
百
七

十
六
人
減
）
で
合
計
一
億
二

千
四
百
八
十
一
万
七
千
五
人

と
な
り
、
前
年
度
比
で
二
万

六
百
六
十
八
人
が
増
加
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
水
道
普

及
率
は
前
年
度
と
同
じ
九

七
・
五
％
と
な
っ
た
。

　

な
お
、
水
道
普
及
率
は
総

給
水
人
口
／
総
人
口
、
総
給

水
人
口
＝
上
水
道
人
口
＋
簡

易
水
道
人
口
＋
専
用
水
道
人

口
と
し
て
算
出
し
て
い
る
。

平成23年度給水人口と水道普及率　平成23年3月31日現在、単位：人

第
12
次
労
働
災
害
防
止
計
画

の
推
進
に
つ
い
て

―
平
成
二
十
五
年
四
月
か
ら

第
十
二
次
労
働
災
害
防
止
計

画
が
始
ま
る
―

　

厚
生
労
働
省
は
、
産
業
構

造
の
変
化
等
、
労
働
者
を
取

り
巻
く
社
会
経
済
の
変
化
に

対
応
し
、
労
働
者
の
安
全
と

健
康
を
確
保
す
る
た
め
、
平

成
二
十
五
年
四
月
〜
平
成
三

十
年
三
月
ま
で
の
五
年
間
を

計
画
期
間
と
す
る
「
第
十
二

次
労
働
災
害
防
止
計
画
」
を

平
成
二
十
五
年
二
月
二
十
五

日
に
策
定
し
、
三
月
八
日
に

公
示
し
ま
し
た
。
な
お
、
全

管
連
ジ
ャ
ー
ナ
ル
六
月
号
に

て
厚
生
労
働
省
担
当
官
に
よ

る
計
画
の
詳
細
に
つ
い
て
掲

載
い
た
し
ま
す
。

h
ttp
://w

w
w
.m
h
lw
.

go.jp
/b
unya/roudok

oudoukijeneisei21/

第
十
二
次
労
働
災
害
防
止
計

画
の
推
進
に
つ
い
て

　

全
て
の
関
係
者
（
国
、
労

働
災
害
防
止
団
体
、
労
働
者

を
雇
用
す
る
事
業
者
、
作
業

を
行
う
労
働
者
、
仕
事
を
発

注
す
る
発
注
者
、
仕
事
に
よ

っ
て
生
み
出
さ
れ
る
製
品
や

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
消
費

者
な
ど
）
が
、
こ
の
意
識
を

共
有
し
、
安
全
や
健
康
の
た

め
の
コ
ス
ト
は
必
要
不
可
欠

で
あ
る
こ
と
を
正
し
く
理
解

し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
責
任
あ
る

行
動
を
取
る
こ
と
に
よ
り
、

「
誰
も
が
安
心
し
て
健
康
に

働
く
こ
と
が
で
き
る
社
会
」

を
目
指
し
ま
す
。

　

全
て
の
関
係
者
が
、
働
く

こ
と
で
生
命
が
脅
か
さ
れ
た

り
、
健
康
が
損
な
わ
れ
た
り

す
る
よ
う
な
こ
と
は
、
本
来

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う

意
識
を
共
有
し
、
安
全
や
健

康
の
た
め
の
コ
ス
ト
は
必
要

不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
正
し

く
理
解
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
責

任
あ
る
行
動
を
取
る
よ
う
な

社
会
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。

第12次
労働災害防止計画

（平成25年度～29年度）

都道府県名 総人口
（Ａ）

現在給水人口 普及率
B/A（%）上水道 簡易水道 専用水道 合計（B）

北海道 5,474,216 4,976,402 357,030 24,014 5,357,446 97.9%
青森 1,351,509 1,251,108 62,506 2,143 1,315,757 97.4%
岩手 1,316,607 1,087,764 117,162 5,422 1,210,348 91.9%
宮城 2,315,807 2,241,413 42,259 1,840 2,285,512 98.7%
秋田 1,066,010 820,044 137,464 5,503 963,011 90.3%
山形 1,157,951 1,085,141 50,145 302 1,135,588 98.1%
福島 1,970,569 1,649,681 119,826 7,052 1,776,559 90.2%
茨城 2,945,508 2,661,331 70,226 8,910 2,740,467 93.0%
栃木 1,988,755 1,815,686 57,725 21,390 1,894,801 95.3%
群馬 1,995,017 1,869,887 112,936 1,748 1,984,571 99.5%
埼玉 7,204,353 7,160,946 18,234 6,768 7,185,948 99.7%
千葉 6,195,643 5,807,470 7,593 51,309 5,866,372 94.7%
東京 13,197,992 13,152,982 17,725 27,100 13,197,807 100.0%
神奈川 9,052,730 9,016,978 16,116 5,956 9,039,050 99.8%
新潟 2,348,529 2,151,504 169,345 3,020 2,323,869 98.9%
富山 1,083,744 965,637 40,404 3,685 1,009,726 93.2%
石川 1,162,587 1,098,524 48,445 1,164 1,148,133 98.8%
福井 803,180 697,136 76,250 1,123 774,509 96.4%
山梨 875,967 682,740 168,266 2,741 853,747 97.5%
長野 2,133,183 1,912,534 193,690 3,209 2,109,433 98.9%
岐阜 2,066,229 1,781,592 190,762 7,313 1,979,667 95.8%
静岡 3,740,078 3,574,306 102,085 31,827 3,708,218 99.1%
愛知 7,414,863 7,331,686 54,450 15,931 7,402,067 99.8%
三重 1,882,743 1,804,897 67,633 1,636 1,874,166 99.5%
滋賀 1,419,388 1,339,280 67,055 4,227 1,410,562 99.4%
京都 2,629,766 2,477,882 138,741 3,045 2,619,668 99.6%
大阪 8,856,530 8,850,887 1,788 1,700 8,854,375 100.0%
兵庫 5,568,406 5,430,248 125,533 2,984 5,558,765 99.8%
奈良 1,391,040 1,335,038 44,030 763 1,379,831 99.2%
和歌山 1,010,576 892,773 89,398 3,354 985,525 97.5%
鳥取 592,076 481,318 91,813 3,880 577,011 97.5%
島根 707,439 525,260 157,659 1,018 683,937 96.7%
岡山 1,936,893 1,778,434 135,387 1,023 1,914,844 98.9%
広島 2,881,635 2,605,176 87,927 12,431 2,705,534 93.9%
山口 1,433,588 1,228,906 98,617 5,319 1,332,842 93.0%
徳島 776,177 671,793 58,448 15,096 745,337 96.0%
香川 988,331 966,652 13,868 614 981,134 99.3%
愛媛 1,445,647 1,223,901 96,612 20,954 1,341,467 92.8%
高知 763,055 567,430 133,913 3,956 705,299 92.4%
福岡 5,071,623 4,659,540 28,687 48,528 4,736,755 93.4%
佐賀 856,344 772,988 34,986 2,154 810,128 94.6%
長崎 1,406,076 1,109,388 264,168 11,289 1,384,845 98.5%
熊本 1,806,134 1,358,121 184,035 17,425 1,559,581 86.3%
大分 1,185,823 943,886 117,997 14,138 1,076,021 90.7%
宮崎 1,128,784 1,004,059 87,348 2,320 1,093,727 96.9%
鹿児島 1,711,928 1,325,866 316,528 19,447 1,661,841 97.1%
沖縄 1,401,726 1,361,955 39,351 52 1,401,358 100.0%
合計 127,712,755 119,508,170 4,712,166 436,823 124,657,159 97.6%

平成22年度 128,000,160 119,505,019 4,877,759 434,220 124,817,005 97.5%
泫 東日本大震災による被災地等の算出方法については、別添資料「平成23年度水道の種類」を参照。
（厚生労働省健康局水道課調べ）

と
っ
と
り
花
回
廊
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◇
第
五
十
三
回
通
常
総
会
・

全
国
大
会
・
懇
親
会
◇

記
念
イ
ベ
ン
ト

１
、
記
念
旅
行
（
鳥
取
県
伯

耆
地
方
（
県
西
部
）
を
代
表

す
る
、
有
名
観
光
地
の
歴
史

と
花
と
食
と
文
化
を
訪
ね
る

旅
、
六
月
二
十
日
・
二
十
一

日
）〔
最
少
催
行
人
員
三
十

名
〕

日
程
〈
六
月
二
十
日
（
木
）〉

宿
泊
ホ
テ
ル
↓
と
っ
と
り
フ

ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
花
回
廊
↓

植
田
正
治
写
真
記
念
館
↓
ガ

ン
バ
リ
ウ
ス
（
昼
食
）
↓
水

木
し
げ
る
ロ
ー
ド
（
ゲ
ゲ
ゲ

の
鬼
太
郎
）↓
皆
生
温
泉「
華

水
亭
」（
泊
）

〈
六
月
二
十
一
日
（
金
）〉

Ａ
コ
ー
ス　

皆
生
温
泉
↓
足

立
美
術
館
↓
お
魚
直
売
セ
ン

タ
ー
↓
昼
食
↓
Ｊ
Ｒ
米
子
駅

↓
米
子
空
港

Ｂ
コ
ー
ス　

皆
生
温
泉
↓
浦

富
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
↓
鳥
取

砂
丘
↓
昼
食
↓
砂
の
美
術
館

↓
Ｊ
Ｒ
鳥
取
駅
↓
鳥
取
空
港

２
、
ゴ
ル
フ
大
会

①
日
時　

平
成
二
十
五
年
六

月
二
十
日
（
木
）

②
場
所　

大
山
平
原
ゴ
ル
フ

ク
ラ
ブ

③
募
集
人
員　

二
十
組
八
十

名
限
定

④
競
技　

十
八
ホ
ー
ル
ズ　

ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ
イ　

ダ
ブ

ル
ぺ
リ
ア
方
式
。

新
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
を
改
訂

　
　
　
　
　
　

厚
生
労
働
省

　

厚
生
労
働
省
は
、
平
成
十

六
年
六
月
に
「
水
道
ビ
ジ
ョ

ン
」
を
策
定
（
平
成
二
十
年

三
月
改
訂
）
し
、
こ
れ
に
基

づ
い
て
施
策
の
推
進
を
図
っ

て
き
ま
し
た
が
、
今
般
、
新

水
道
ビ
ジ
ョ
ン
を
改
訂
さ
れ

た
。 

　

な
お
、
水
道
ビ
ジ
ョ
ン

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
掲

載
し
て
い
ま
す
。http://

w
w
w
.m
h
lw
.g
o
.jp
/

to
p
ics/b

u
k
y
o
k
u
/

kenkou/suido/topics/
chiiki.htm

l 

　

同
省
は
、
平
成
十
六
年
に

「
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
公
表

し
、
平
成
二
十
年
に
は
、
水

道
ビ
ジ
ョ
ン
を
時
点
に
見
合

っ
た
内
容
に
改
訂
し
、
水
道

関
係
者
は
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
に

沿
っ 

て
、
水
道
の
運
営
基

盤
の
強
化
、
安
心
・
快
適
な

給
水
の
確
保
、
災
害
対
策
等

の
充
実
、
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ

ー
対
策
の
強
化
、
国
際
協
力

等
を
通
じ
た
水
道
分
野
の
国

際
貢
献
の
観
点
か
ら
各 

施

策
の
推
進
に
努
力
し
、
今
日

に
至
っ
て
い
る
。 

　

今
般
、
水
道
を
取
り
巻
く

環
境
の
大
き
な
変
化
に
対
応

す
る
た
め
、こ
れ
ま
で
の「
水

道
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
全
面
的
に

見
直
し
、
五
十
年
後
、
百
年

後
の
将
来
を
見
据
え
、「
安 

全
」「
強
靭
」「
持
続
」
で
表

し
た
水
道
の
理
想
像
を
明
示

す
る
と
と
も
に
、
取
り
組
み

の
目
指
す
べ
き
方
向
性
や
そ

の
実
現
方
策
、
関
係
者
の
役

割
分
担
を
提
示
し
た
「
新
水

道
ビ
ジ
ョ 

ン
」
を
作
成
さ

れ
ま
し
た
。

第
２
回
水
道
耐
震
化
推
進
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
を
開
催 

ー
全
管
連
が
正
式
に
参
画
ー

　

厚
生
労
働
省
等
で
構
成
さ

れ
る
水
道
耐
震
化
推
進
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
、
四
月
二
十
三

日
、
日
本
水
道
協
会
に
て
標

記
会
議
を
開
催
し
た
。 

　

当
日
は
、
藤
川
広
報
担
当

副
会
長
が
出
席
さ
れ
、
推
進

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
検
討
会
に
お

け
る
取
組
状
況
に
つ
い
て
協

議
し
、
Ｗ
Ｇ
（
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
）
に
お
け
る
今
後

の
内
容
を
検
討
し
た
。 

　

今
後
は
、
水
道
耐
震
化
事

業
の
推
進
に
か
か
る
ス
テ
ー

ク
ホ
ル
ダ
ー
の
分
析
、
水
道

耐
震
化
阻
害
要
因
分
析
を
行

い
、
対
応
策
を
検
討
す
る
。 

　

ま
た
、
水
道
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
Ｗ
Ｇ
（
リ
ー
ダ
ー
・

（
一
社
）
日
本
水
道
工
業
団

体
連
合
会
上
級
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
・
岡
部
洋
氏
）
に
本
会
が

参
画
し
、
全
国
の
都
道
府
県

や
各
水
道
事
業
体
が
実
施
す

る
更
新
・
耐
震
化
促
進
Ｐ
Ｒ

活
動
の
普
及
を
支
援
す
る
た

め
に
、
モ
デ
ル
地
区
を
対
象

に
、
Ｐ
Ｒ
手
法
・
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
等
を
製
作
し
、
水
道
利

用
者
の
更
新
・
耐
震
化
に
対

す
る
要
望
の
定
量
化
を
通
じ

た
、
Ｐ
Ｒ
効
果
の
検
証
等
を

計
画
す
る
。 

　

な
お
、
モ
デ
ル
地
区
は
、

水
道
施
設
の
老
朽
度
・
耐
震

化
率
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
被

害
想
定
、地
区
の
規
模
か
ら
、

静
岡
県
を
想
定
し
て
い
る
。

２
０
１
１
・
３
・
11
『
命
の

水
』
を
発
刊

　

宮
城
県
管
工
業
協
同
組
合

　

宮
城
県
管
工
業
協
同
組
合

（
渡
辺
皓
理
事
長
）
は
、
平

成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に

発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
に

つ
い
て
、
組
合
員
の
手
記
で

綴
る
『
命
の
水
』
を
発
刊
さ

れ
、 

本
会
に
贈
呈
さ
れ
た
。

本
会
の
会
員
組
合
に
も
配
布

す
る
予
定
。『
命
の
水
』
は
、

東
日
本
大
震
災
の
概
要
と
水

道
の
被
害
状
況
や
、
組
合
の

活
動
状
況
、
組
合
員
の
地
震

体
験
記
を
組
合
員
の
手
記
と

共
に
掲
載
し
て
い
る
。 

　

渡
辺
理
事
長
は
、
今
後
予

想
さ
れ
る
大
規
模
災
害
に
対

し
、
宮
管
組
合
員
が
体
験
し

た
東
日
本
大
震
災
の
現
実
を

組
合
員
の
手
記
と
証
言
に
よ

っ
て
ま
と
め
た
本
紙
が
、
少

し
で
も
参
考
に
な
れ
ば
幸
い

で
す
と
述
べ
ら
れ
た
。

渡辺皓理事長

藤川副会長
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六
月
一
日
（
土
）
か
ら
七

日
（
金
）
ま
で
の
一
週
間
に

亘
っ
て
、
第
五
十
五
回
水
道

週
間
が
開
催
さ
れ
「
復
興
の

　

未
来
と
生
命
（
い
の
ち
）

　

照
ら
す
水
」
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
の
も
と
、
水
道
に
つ
い
て

更
に
国
民
の
理
解
を
深
め
、

水
道
事
業
の
今
後
の
発
展
に

資
す
る
た
め
、
関
係
者
が
連

携
し
て
広
報
活
動
等
の
運
動

を
重
点
的
に
実
施
す
る
。

　

水
道
週
間
は
、
厚
生
労
働

省
及
び
水
道
週
間
の
趣
旨
に

賛
同
す
る
都
道
府
県
が
主
催

し
、
協
力
団
体
と
し
て
全
管

連
は
じ
め
（
公
社
）
日
本
水

道
協
会
、（
公
財
）
給
水
工

事
技
術
振
興
財
団
等
の
十
団

体
が
参
画
し
て
い
る
。

　

全
管
連
で
は
、
平
成
八
年

か
ら
水
道
週
間
に
会
員
組
合

並
び
に
加
盟
の
指
定
給
水
装

置
工
事
事
業
者
を
積
極
的
に

Ｐ
Ｒ
し
て
き
て
お
り
、
今
年

度
も
、
本
会
賛
助
会
員
の
Ｔ

Ｏ
Ｔ
Ｏ
並
び
に
Ｌ
Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｌ

の
協
賛
に
よ
り
Ｐ
Ｒ
チ
ラ
シ

と
し
て
、「
任
せ
て
安
心　

快
適
な
暮
ら
し
を
応
援
し
ま

す
！
」を
三
〇
万
部
作
成
し
、

組
合
に
所
属
し
て
い
る
指
定

水
道
工
事
店
を
広
く
周
知
す

る
。

　

こ
れ
は
、
地
元
組
合
加
盟

の
指
定
水
道
工
事
店
が
地
域

に
密
着
し
な
が
ら
、
新
築
、

リ
フ
ォ
ー
ム
の
際
の
水
道
工

事
は
も
ち
ろ
ん
、
ア
フ
タ
ー

サ
ー
ビ
ス
に
も
常
時
対
応
で

き
る
体
制
を
整
え
、
キ
ッ
チ

ン
、
洗
面
所
、
ト
イ
レ
、
お

風
呂
な
ど
の
水
ま
わ
り
関
連

工
事
の
専
門
家
で
あ
る
信
頼

感
・
安
心
感
を
与
え
る
内
容

と
な
っ
て
い
る
。

　

水
道
週
間
を
通
じ
て
国
家

資
格
で
あ
る
給
水
装
置
工
事

主
任
技
術
者
を
擁
し
て
、
市

民
の
快
適
な
暮
ら
し
の
お
手

伝
い
を
し
て
い
る
全
管
連
所

属
の
全
国
約
六
百
組
合
並
び

に
約
一
万
七
千
社
の
所
属
組

合
員
企
業
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

関
係
機
関
を
は
じ
め
広
く
各

方
面
に
配
布
を
行
い
Ｐ
Ｒ
を

行
う
。 

　

本
会
も
同
協
会
作
成
の
ポ

ス
タ
ー
を
会
員
組
合
に
配
布

す
る
予
定
で
す
。 

水
道
週
間
記
念
行
事
実
行
委

員
会
を
開
催　
　
　
　
　
　

 

６
月
１
日
に
記
念
イ
ベ
ン
ト

を
開
催 

　
　
　
　
　
　

 

　

水
道
週
間
記
念
行
事
実
行

委
員
会
は
、四
月
二
十
五
日
、

標
記
委
員
会
を
日
本
水
道
協

第
55
回
水
道
週
間
Ｐ
Ｒ
ポ
ス

タ
ー
を
作
成　

 

　
　
　
　
　

日
本
水
道
協
会

　
　
　
　
　
　

 

　
（
公
社
）
日
本
水
道
協
会

は
、
第
五
十
五
回
水
道
週
間

が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
伴

い
、
水
道
に
つ
い
て
更
に
国

民
の
理
解
と
関
心
を
高
め
、

公
衆
衛
生
の
向
上
と
生
活
環

境
の
改
善
を
図
る
と
と
も

に
、
水
道
事
業
の
さ
ら
な
る

発
展
に
資
す
る
事
を
目
的
と

し
、
水
道
週
間
ポ
ス
タ
ー
を

作
成
し
た
。同
ポ
ス
タ
ー
は
、

第
55
回
水
道
週
間　

６
月
１
日
〜
７
日

地
元
組
合
加
盟
の
指
定
水
道
工
事
店

Ｐ
Ｒ
チ
ラ
シ
配
布
へ

第
55
回
水
道
週
間
へ
の

御
協
力
に
つ
い
て

厚労省

動
等
の
主
な
目
標
と
し
、
各

地
域
の
実
情
に
即
し
て
実
施

す
る
も
の
で
あ
る
。

（
一
）
災
害
に
強
い
水
道
づ

く
り
の
た
め
、
水
道
施
設
・

管
路
の
耐
震
化
の
促
進
に
つ

い
て
、
国
民
の
理
解
と
協
力

を
求
め
る
こ
と
。

（
二
）
渇
水
や
水
需
要
の
増

大
に
対
処
す
る
た
め
、
水
源

開
発
の
必
要
性
や
節
水
の
重

要
性
に
つ
い
て
、
国
民
の
理

解
を
求
め
る
こ
と
。

（
三
）
感
染
性
微
生
物
問
題

等
の
新
た
な
水
質
問
題
へ
の

対
応
を
含
め
て
、
安
全
で
良

質
な
水
道
水
の
供
給
を
確
保

す
る
た
め
、
水
道
水
源
の
水

質
保
全
や
高
度
浄
水
施
設
の

整
備
に
つ
い
て
、
国
民
の
理

解
と
協
力
を
求
め
る
こ
と
。

（
四
）
給
水
装
置
に
関
す
る

制
度
の
円
滑
な
実
施
を
図
る

と
と
も
に
、
維
持
管
理
の
重

要
性
に
つ
い
て
理
解
と
協
力

を
求
め
る
こ
と
。

（
五
）
水
道
事
業
経
営
の
仕

組
み
や
水
道
料
金
等
に
つ
い

て
、正
し
い
知
識
を
提
供
し
、

理
解
を
得
る
こ
と
。

（
六
）
簡
易
専
用
水
道
や
小

規
模
貯
水
槽
の
管
理
に
つ
い

て
、正
し
い
知
識
を
提
供
し
、

管
理
の
重
要
性
に
つ
い
て
理

解
を
得
る
こ
と
。

（
七
）
地
域
水
道
ビ
ジ
ョ
ン

に
つ
い
て
、
需
要
者
へ
の
情

報
提
供
と
理
解
の
向
上
を
図

る
こ
と
。

六
、
実
施
方
法

（
一
）
厚
生
労
働
省
（
略
）

（
二
）
都
道
府
県　

市
町
村

及
び
水
道
事
業
体
の
実
情
に

応
じ
た
実
施
計
画
を
作
成
す

る
等
、
本
運
動
の
推
進
を
図

る
。（
以
下
略
）

（
三
）
協
力
団
体
（
略
）

　

厚
生
労
働
省
は
、
第
五
十

五
回
「
水
道
週
間
」
を
来
る

六
月
一
日
か
ら
別
添
実
施
要

綱
に
よ
り
実
施
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
の
で
、
本
週
間
の

趣
旨
を
御
理
解
の
上
、
格
別

の
御
配
慮
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

第
五
十
五
回
「
水
道
週
間
」

実
施
要
綱

一
、
名
称　
　

第
五
十
五
回

「
水
道
週
間
」

二
、
期
間　
　

平
成
二
十
五

年
六
月
一
日
（
土
）
か
ら
六

月
七
日
（
金
）
ま
で
。

三
、
趣
旨

　

我
が
国
の
水
道
は
、
今
や

ほ
と
ん
ど
の
国
民
が
利
用
で

き
る
ま
で
に
普
及
し
て
お

り
、
健
康
で
文
化
的
な
国
民

生
活
や
様
々
な
社
会
経
済
活

動
を
支
え
る
必
要
不
可
欠
な

生
活
基
盤
施
設
と
な
っ
て
い

る
。

　

一
方
、
総
人
口
が
減
少
に

転
じ
、
給
水
収
益
は
減
少
の

一
途
を
た
ど
る
と
と
も
に
、

事
業
体
職
員
も
減
少
し
て
い

き
、
水
道
事
業
の
運
営
、
経

営
は
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
っ

て
い
る
。
そ
の
反
面
、
老
朽

化
し
つ
つ
あ
る
施
設
の
更

新
・
再
構
築
、
地
震
等
の
災

害
対
策
の
推
進
、
安
全
・
快

適
な
水
の
供
給
の
確
保
等
、

水
道
に
求
め
ら
れ
る
水
準
は

一
層
高
ま
っ
て
い
る
。

　

特
に
、
昨
年
の
東
日
本
大

震
災
を
教
訓
に
し
て
、
災
害

に
強
い
水
道
づ
く
り
や
、
全

国
の
水
道
事
業
者
に
よ
る
被

災
地
へ
の
広
域
応
急
給
水
・

復
旧
体
制
整
備
な
ど
、
災
害

対
策
、
危
機
管
理
面
は
、
抜

本
的
な
強
化
が
必
要
で
あ

る
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま

え
、
国
民
各
層
に
対
し
て
、

水
道
の
現
状
や
課
題
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
、
今
後
の
水

道
事
業
の
取
組
に
つ
い
て
協

力
を
得
る
た
め
に
「
水
道
週

間
」
を
設
け
、
関
係
者
が
連

携
し
て
広
報
活
動
等
を
重
点

的
に
実
施
す
る
。

四
、
実
施
機
関
（
略
）

五
、
実
施
目
標　
　

　

本
年
は
、「
復
興
の　

未

来
と
生
命
（
い
の
ち
）　

照

ら
す
水
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

次
の
（
一
）
か
ら
（
七
）
ま

で
に
掲
げ
る
事
項
を
広
報
活

建
設
業
経
理
事
務
士
特
別
研

修
共
催
の
ご
案
内

　
（
一
財
）
建
設
業
振
興
基

金
は
、
毎
年
五
月
に
各
都
市

に
お
け
る
標
記
特
別
研
修
の

実
施
日
程
を
公
表
、
募
集
を

し
て
い
る（
五
面
参
照
）。
平

成
二
十
二
年
度
か
ら
受
験
者

の
便
宜
に
供
す
る
た
め
、
組

合
等
に
お
い
て
一
定
数
を
募

集
し
て
頂
い
た
場
合
に
も
特

別
に
開
催
し
ま
す
。詳
細
は
、

同
基
金　

電
話
〇
三
―
五
四

七
三
―
四
五
七
一
ま
で
。 

　

平
成
二
十
年
四
月
一
日
に

経
営
事
項
審
査
が
改
正
さ

れ
、
建
設
業
経
理
士
は
「
公

認
会
計
士
等
数
」
に
お
い
て

従
来
の
評
価
が
継
続
さ
れ
、

新
た
に
審
査
項
目
と
な
っ
た

「
監
査
の
受
審
状
況
」
に
お

い
て
一
級
が
加
点
対
象
と
な

り
ま
し
た
。 

会
会
議
室
に
て
開
催
し
、
水

道
週
間
記
念
行
事
の
実
施
計

画
（
案
）
に
つ
い
て
協
議
を

行
っ
た
。 

　

本
年
度
は
、
五
十
五
回
目

の
水
道
週
間
実
施
を
記
念

し
、
水
道
事
業
の
さ
ら
な
る

発
展
に
資
す
る
こ
と
目
的
と

し
て
六
月
一
日（
土
）に「
水

道
週
間
記
念
行
事
」
を
東
京

ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
・
ア
ト
リ
ウ

ム
に
て
記
念
行
事
を
開
催
す

る
。
当
日
は
、
記
念
式
典
や

著
名
人
に
よ
る
ト
ー
ク
シ
ョ

ー
、
パ
ネ
ル
展
示
、
ノ
ベ
ル

テ
ィ
配
布
等
を
行
い
ま
す
。 

　

ま
た
、
東
京
都
水
道
局
主

催
の
「
高
度
１
０
０
平
成
二

十
五
年
度
年
間
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
一
万
人
の
飲
み
比
べ
」
を

開
催
し
、
水
道
水
と
ミ
ネ
ラ

ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
の
飲
み
比
べ

を
実
施
し
ま
す
。
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建
設
業
経
理
検
定
試
験
の
ご
案
内

　
（
一
財
）
建
設
業
振
興
基

金
は
、
建
設
業
会
計
知
識
の

普
及
お
よ
び
処
理
能
力
の
向

上
を
目
的
と
し
て
、
建
設
業

会
計
に
関
す
る
検
定
試
験
を

実
施
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち

一
級
・
二
級
は
登
録
経
理
試

験
（
建
設
業
法
施
行
規
則
第

十
八
条
の
三
）
と
し
て
、
三

級
・
四
級
は
同
財
団
独
自
の

検
定
試
験
と
し
て
施
行
し
て

お
り
、
各
々
の
名
称
は
「
建

設
業
経
理
士
検
定
試
験
（
一

級
・
二
級
）」、「
建
設
業
経

理
事
務
士
検
定
試
験（
三
級
・

四
級
）」
と
な
っ
て
い
る
。

　

公
共
工
事
に
入
札
し
よ
う

と
す
る
企
業
が
受
審
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
経
営
事
項
審

査
（
建
設
業
法
第
二
十
七
条

の
二
十
三
）
に
お
い
て
は
、

「
公
認
会
計
士
等
の
数
」
で

一
級
お
よ
び
二
級
建
設
業
経

理
士
を
、「
監
査
の
受
審
状

況
」
で
一
級
建
設
業
経
理
士

を
評
価
し
て
い
る
。

　

平
成
十
八
年
の
法
令
改
正

に
伴
い
、
一
級
科
目
合
格
の

有
効
期
限
（
五
年
）
が
設
け

ら
れ
た
。

１
、
試
験
日
程

（
１
）
上
期
試
験　

第
十
四

回
建
設
業
経
理
士
検
定
試
験

（
一
級
・
二
級
）

①
受
験
申
込
受
付
期
間　

平

成
二
十
五
年
五
月
十
日（
金
）

〜
五
月
三
十
一
日
（
金
）〔
消

印
有
効
〕
※
申
込
書
の
配
布

期
間　

平
成
二
十
五
年
四
月

二
十
五
日
（
木
）
〜
五
月
三

十
一
日
（
金
）。

②
試
験
日　

平
成
二
十
五
年

九
月
八
日
（
日
）。

③
合
格
発
表
日　

平
成
二
十

五
年
十
一
月
十
日
（
日
）。

（
２
）
下
期
試
験　

第
十
五

回
建
設
業
経
理
士
検
定
試
験

（
一
級
・
二
級
）、
第
三
十
三

回
建
設
業
経
理
事
務
士
検
定

試
験
（
三
級
・
四
級
）

①
受
験
申
込
受
付
期
間　

平

成
二
十
五
年
十
一
月
十
日

（
日
）〜
十
一
月
三
十
日（
土
）

〔
消
印
有
効
〕
※
申
込
書
の

配
布
期
間　

平
成
二
十
五
年

十
月
二
十
五
日
（
金
）
〜
十

一
月
二
十
九
日
（
金
）。

②
試
験
日　

平
成
二
十
五
年

三
月
九
日
（
日
）

③
合
格
発
表
日　

平
成
二
十

五
年
五
月
十
日
（
土
）

２
、
受
験
資
格

　

ど
な
た
で
も
、
希
望
の
級

を
受
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

３
、
試
験
の
内
容
及
び
程
度 

別
表
参
照
。

４
、
試
験
日
の
時
間
割
・
試

験
時
間
等 

別
表
参
照
。

５
、
複
数
受
験

　

一
級
は
、
一
科
目
受
験
の

ほ
か
、
二
科
目
ま
た
は
三
科

目
の
同
日
受
験
が
可
能
。
ま

た
、「
二
級
と
三
級
」、「
三

級
と
四
級
」
の
組
み
合
わ
せ

に
よ
る
受
験
も
可
能
。
こ
れ

以
外
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る

複
数
受
験
（
例
え
ば
一
級
各

科
目
と
二
級
の
組
み
合
わ

せ
）は
で
き
ま
せ
ん
。
な
お
、

複
数
の
級
・
科
目
を
申
込
さ

れ
る
場
合
で
も
、
申
込
書
は

一
枚
で
申
込
み
で
き
ま
す
。

６
、
試
験
地　

全
国
主
要
都

市
。

７
、
受
験
料
（
消
費
税
込
）

　

一
級
一
科
目
・
七
千
二
百

と
し
て
三
百
円（
消
費
税
込
）

が
必
要
で
す
。

８
、
申
込
方
法

（
１
）
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

よ
る
申
し
込
み

　

http://w
w
w
.kensetsu-

kikin.or.jp/gyom
2/

（
２
）「
受
験
申
込
書
」
郵
送

に
よ
る
申
し
込
み

　

申
込
書
を
次
の
要
領
で
入

手
い
た
だ
き
、
申
込
期
間
内

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
同
基
金
宛
て
に
「
簡
易

書
留
郵
便
」
に
て
郵
送
く
だ

さ
い
。

（
１
）
窓
口
で
の
入
手

　

同
基
金
や
全
国
の
都
道
府

県
建
設
業
協
会
等
の
窓
口
で

下
記
の
期
間
、
配
布
。

①
配
布
期
間　

上
期
試
験
四

月
二
十
五
日
〜
五
月
三
十
一

日
、
下
期
試
験
十
月
二
十
五

日
〜
十
一
月
二
十
九
日
。

②
申
込
書
代
金
（
三
百
円
）

は
受
験
料
と
共
に
払
い
込
み

い
た
だ
き
ま
す
。
申
込
書
入

手
時
に
は
不
要
。

（
２
）
郵
送
請
求

　
「
受
験
申
込
書
送
付
依
頼

書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、「
送
料
分
の
切
手
」

と
共
に
、
同
基
金
宛
に
お
送

り
い
た
だ
け
れ
ば
、
同
基
金

よ
り
申
込
書
を
送
付
。

①
取
扱
期
間　

上
期
試
験
四

月
二
十
五
日
〜
五
月
二
十
四

日
、
下
期
試
験
十
月
二
十
五

日
〜
十
一
月
二
十
二
日
（
い

ず
れ
も
基
金
到
着
分
迄
）。

②
申
込
書
代
金
（
三
百
円
）

は
同
基
金
か
ら
お
送
り
す
る

申
込
書
に
添
付
し
て
あ
る
払

込
用
紙
を
用
い
、
郵
便
局
で

受
験
料
と
と
も
に
払
い
込
み

い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
申
込

書
の
郵
送
請
求
時
に
は
不

要
。

③
受
験
申
込
書
送
付
依
頼
書

及
び
送
料
分
の
切
手
の
送
付

先　（一
財
）
建
設
業
振
興
基
金

　

建
設
業
経
理
検
定
試
験
セ

ン
タ
ー
試
験
係
（
上
期
試
験

五
月
二
十
四
日
、
下
期
十
一

月
二
十
二
日
同
基
金
到
着
分

迄
）。
郵
送
請
求
の
場
合
、

申
込
書
が
届
く
の
に
一
週
間

程
度
か
か
り
ま
す
。

④
申
込
書
請
求
部
数
の
送
料

（
切
手
）　

一
部
百
四
十
円

分
、
二
〜
三
部
二
百
四
十
円

分
、
四
〜
十
四
部
三
百
五
十

円
分
、
十
五
部
以
上
宅
配
便

送
料
着
払
い
で
送
付
。

９
、
一
級
科
目
合
格
の
有
効

期
限　

一
級
科
目
合
格
に
五

年
間
の
有
効
期
限
。
な
お
、

東
日
本
大
震
災
の
対
応
と
し

て
、
大
震
災
発
生
時
（
平
成

二
十
三
年
三
月
十
一
日
）
に

有
効
で
あ
っ
た
科
目
合
格

は
、
有
効
期
限
を
六
ヶ
月
延

長
い
た
し
ま
し
た
。

10
、
検
定
試
験
に
関
す
る
問

い
合
わ
せ
先

　

〒
一
〇
五
―
〇
〇
〇
一

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
四
―
二

―
一
二
（
一
財
）
建
設
業
振

興
基
金　

建
設
業
経
理
検
定

試
験
セ
ン
タ
ー
（
電
話
〇
三

―
五
四
七
三
―
四
五
八
一
）。

11
、
参
考
図
書　

建
設
業
振

興
基
金
で
は
、
下
記
の
参
考

図
書
等
を
発
行
し
て
い
る
。

①
建
設
業
会
計
概
説
（
一

級
・
財
務
諸
表
、
財
務
分
析
、

原
価
計
算
、
二
級
、
三
級
）、

②
初
歩
の
建
設
業
会
計
（
四

級
）。

　

右
記
図
書
お
申
込
先
・
㈱

建
設
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

〒
一
〇
五
―
〇
〇
〇
一　

東

京
都
港
区
虎
ノ
門
四
―
三
―

一
〇
、
電
話
〇
三
―
五
四
〇

八
―
一
八
八
一
）
ま
で
。

  

（
一
財
）
建
設
業
振
興
基

金
は
、
昭
和
五
十
九
年
よ
り

建
設
業
会
計
に
関
す
る
知
識

と
処
理
能
力
の
向
上
を
図

り
、
建
設
会
社
の
経
営
基
盤

強
化
を
目
的
と
し
て
、
標
記

特
別
研
修
を
行
っ
て
い
る
。

　

特
別
研
修
は
講
習
と
検
定

試
験
と
を
組
み
合
わ
せ
て
実

施
し
、
研
修
最
終
日
に
行
う

検
定
試
験
に
合
格
す
る
と
建

設
業
経
理
事
務
士
の
資
格
が

得
ら
れ
る
。 ３

・
４
級
建
設
業
経
理
事
務
士

特
別
研
修
の
ご
案
内

一
、
申
込
受
付
期
間

　

平
成
二
十
五
年
五
月
十

日
（
金
）
〜
五
月
三
十
一
日

（
金
）。
六
月
一
日
以
降
は
定

員
に
余
裕
が
あ
る
場
合
に
限

り
、
追
加
で
受
付
を
行
い
ま

す
の
で
、
同
基
金
ま
で
問
合

せ
下
さ
い
。

二
、
受
講
資
格
・
研
修
内
容

（
１
）
三
級

①
受
講
資
格　

建
設
業
経
理

事
務
士
四
級
有
資
格
者
。
建

設
業
経
理
事
務
士
四
級
を
お

持
ち
で
な
い
方
で
も
、
同
一

年
度
で
四
級
・
三
級
の
同
時

申
込
み
が
可
能
。

②
研
修
内
容　

建
設
工
事
の

施
工
工
程
で
発
生
す
る
取
引

や
一
般
的
な
商
取
引
に
係
る

記
帳
処
理
上
の
問
題
点
を
解

き
明
か
す
と
と
も
に
、
建
設

業
の
決
算
に
つ
い
て
実
務
を

踏
ま
え
た
例
題
を
多
数
用
い

て
明
ら
か
に
す
る
。
特
に
重

要
で
あ
る
建
設
業
の
原
価
計

算
の
基
礎
を
こ
の
段
階
で
確

実
に
理
解
し
て
い
た
だ
く
。

（
２
）
四
級

①
受
講
資
格　

ど
な
た
で
も

申
し
込
み
で
き
ま
す
。

②
研
修
内
容　

簿
記
と
は
何

か
、
な
ぜ
大
切
か
と
い
う
段

階
か
ら
、
複
式
簿
記
の
仕
組

み
を
理
解
し
て
い
く
。

３
、受
講
料
（
テ
キ
ス
ト
代
・

消
費
税
込
）

　

三
級
三
万
千
円
、
四
級
二

万
七
百
円
、
四
・
三
級
同
時

申
込
五
万
千
六
百
円
。（
五

月
三
十
一
日
ま
で
）

　
　

三
級
三
万
二
千
円
、
四

級
二
万
千
七
百
円
、
四
・
三

級
同
時
申
込
五
万
二
千
六
百

円
。（
六
月
一
日
以
降
）

４
、
合
格
発
表

　

検
定
試
験
終
了
後
、
お
よ

そ
二
週
間
後
に
合
否
通
知
を

本
人
宛
に
郵
送
。
四
級
・
三

級
同
時
申
込
者
は
、
四
級
の

合
否
通
知
で
合
格
を
確
認

後
、
三
級
を
受
講
。

５
、
申
込
書
の
入
手
方
法

　

今
年
度
よ
り
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
み
の
申
込
み
と
な

り
ま
し
た
。

（
１
）
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か

ら
の
申
込
書
請
求
方
法

　

http://w
w
w
.kensetsu-

kikin.or.jp/gyom
2/

６
、
実
施
都
市
・
開
催
日

　

表
参
照
。

７
、
実
施
機
関
・
問
合
せ
先

 

（
一
財
）
建
設
業
振
興
基
金

　

建
設
業
経
理
検
定
試
験
セ

ン
タ
ー
特
別
研
修
係
、
電
話

〇
三
―
五
四
七
三
―
四
五
八

一
。

25 年度

25 年度
実施都市・開催日

円
、一
級
二
科
目
・

一
万
三
百
円
、
一

級
三
科
目
・
一
万

三
千
三
百
円
。
二

級
・
六
千
百
円
、

三
級
・
五
千
百
円
、

四
級
・
四
千
百
円
。

二
・
三
級
・
一
万

千
二
百
円
、
三
・

四
級
・
九
千
二
百

円
。
※
上
記
受
験

料
の
ほ
か
、「
受

験
申
込
書
」
を
入

手
さ
れ
て
申
し
込

み
さ
れ
る
場
合

は
、
申
込
書
代
と

し
て
三
百
円
（
消

費
税
込
）
必
要
と

な
り
ま
す
。ま
た
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
申
し
込
み
さ
れ

る
場
合
は
、
申
込

書
代
は
不
要
で
す

が
、
決
済
手
数
料



平
成
25
年
度
浄
化
槽
管
理
士

講
習
・
浄
化
槽
技
術
管
理
者

講
習
会
の
ご
案
内

　
（
公
財
）
日
本
環
境
整
備

教
育
セ
ン
タ
ー
で
は
、
浄
化

槽
管
理
士
講
習
並
び
に
浄
化

槽
技
術
管
理
者
講
習
会
を
実

施
す
る
。
実
施
日
程
は
次
の

と
お
り
で
す
。

◎
浄
化
槽
管
理
士
講
習

　

浄
化
槽
法
第
四
十
五
条
第

一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
浄

化
槽
の
保
守
点
検
に
関
し
て

必
要
な
知
識
及
び
技
能
に
関

す
る
講
習
と
し
て
、
環
境
省

関
係
浄
化
槽
法
施
行
規
則
第

五
十
二
条
に
基
づ
き
、
環
境

大
臣
よ
り
（
公
財
）
日
本
環

境
整
備
教
育
セ
ン
タ
ー
が
指

定
講
習
機
関
と
し
て
指
定
さ

れ
、
実
施
す
る
も
の
で
す
。

１
、
講
習
内
容

（
１
）
講
習
時
間　

八
十
時

間
（
十
三
日
間
）。
な
お
、

浄
化
槽
設
備
士
資
格
取
得
者

で
受
講
一
部
免
除
を
選
択
す

る
方
は
教
科
目
の
①
及
び
④

が
免
除
さ
れ
ま
す
。

（
２
）
教
科
目
及
び
時
間

①
浄
化
槽
概
論
（
八
時
間
）

②
浄
化
槽
行
政
（
四
）
③
浄

化
槽
の
構
造
及
び
機
能
（
二

十
二
）
④
浄
化
槽
工
事
概
論

（
四
）
⑤
浄
化
槽
の
点
検
、

調
整
及
び
修
理
（
三
十
）
⑥

水
質
管
理
（
十
）
⑦
浄
化
槽

の
清
掃
概
論
（
二
）。

２
、
考
査

　

最
終
日
に
は
右
記
①
か
ら

⑦
ま
で
の
全
教
科
目
全
般
に

わ
た
っ
て
行
い
、
考
査
時
間

は
二
時
間
で
す
。
な
お
、
受

講
一
部
免
除
を
選
択
し
た
方

で
あ
っ
て
も
考
査
に
つ
い
て

の
免
除
は
あ
り
ま
せ
ん
。

３
、
受
講
資
格 

学
歴
、
実

務
経
験
等
は
一
切
問
い
ま
せ

ん
。

４
、
受
講
料

　

十
二
万
九
千
七
百
円
（
浄

化
槽
設
備
士
資
格
取
得
者
で

受
講
一
部
免
除
を
選
択
す
る

方
は
十
二
万
二
百
円
）。

５
、
開
催
会
場
及
び
日
程

　

別
掲
参
照
。

◎
浄
化
槽
技
術
管
理
者
講
習

会
　

浄
化
槽
法
第
十
条
第
二
項

に
基
づ
き
、
処
理
対
象
人
員

五
百
一
人
以
上
の
規
模
の
浄

化
槽
に
置
く
こ
と
と
さ
れ
て

い
る
浄
化
槽
技
術
管
理
者
を

養
成
す
る
た
め
の
講
習
会

で
、
同
セ
ン
タ
ー
が
実
施
す

る
も
の
で
す
。

　

な
お
、
浄
化
槽
技
術
管
理

者
の
資
格
は
、
環
境
省
関
係

浄
化
槽
法
施
行
規
則
第
八
条

に
よ
り
「
浄
化
槽
管
理
士
の

資
格
を
有
し
、
か
つ
、
同
項

に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る

規
模
の
浄
化
槽
の
保
守
点
検

及
び
清
掃
に
関
す
る
技
術
上

の
業
務
に
関
し
二
年
以
上
実

務
に
従
事
し
た
経
験
を
有
す

る
者
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上

の
知
識
及
び
技
能
を
有
す
る

と
認
め
ら
れ
た
者
で
あ
る
こ

と
」と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
環
境
省
廃
棄
物
対

策
課
長
よ
り
平
成
十
三
年
二

月
十
五
日
付
け
で
各
都
道
府

県
・
各
政
令
市
浄
化
槽
行
政

主
管
部
（
局
）
長
宛
に
「
浄

化
槽
技
術
管
理
者
の
資
質
の

向
上
を
図
る
こ
と
は
、
浄
化

槽
の
適
切
な
維
持
管
理
を
推

進
す
る
た
め
に
重
要
で
あ

り
、
か
か
る
観
点
か
ら
、
処

理
対
象
人
員
が
五
百
一
人
以

上
の
浄
化
槽
の
維
持
管
理
に

関
す
る
技
術
上
の
業
務
に
必

要
な
専
門
的
知
識
及
び
技
能

に
関
す
る
講
習
等
を
修
了
す

る
こ
と
が
望
ま
し
い
も
の
で

あ
る
こ
と
。」
と
し
て
通
知

さ
れ
て
い
る
。

　

本
講
習
を
受
講
す
る
際
に

は
、
上
記
規
則
及
び
通
知
を

十
分
に
ご
理
解
の
上
、
申
請

下
さ
い
。

１
、
講
習
内
容

（
１
）
講
習
時
間

　

二
十
時
間
（
三
日
間
）。

な
お
、最
終
日
に
は
考
査（
一

時
間
）
が
行
わ
れ
ま
す
。

（
２
）
教
科
目
及
び
時
間

　

①
浄
化
槽
関
係
行
政
（
三

時
間
）
②
浄
化
槽
行
政
（
四
）

③
技
術
総
論
（
五
）
④
水
質

管
理
（
八
）。

２
、
受
講
資
格　

浄
化
槽
管

理
士
で
あ
る
こ
と
。

３
、受
講
料　

四
万
九
千
円
。

４
、
開
催
会
場
及
び
日
程

　

別
表
参
照
。

◎
問
合
せ
先

　
（
公
財
）
日
本
環
境
整
備

教
育
セ
ン
タ
ー
（
東
京
都

墨
田
区
菊
川
二
―
二
三
―

三
、
電
話
〇
三
―
三
六
三
五

―
四
八
八
〇
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジhttp://w
w
w
.jeces.

or.jp

）。

貯水槽清掃作業従事者研修日程

６２０１３年（平成25年）５月１日（水曜日） 全 管 連 ニ ュ ー ス （第三種郵便物認可） 第６６０号 （　）
浄化槽管理士講習　開催会場及び日程

浄化槽技術管理者講習会　開催会場及び日程

平
成
25
年
度
・
貯
水
槽
清
掃

作
業
従
事
者
研
修

全
管
連
の
７
地
元
会
員
等
が

実
施
へ

　

平
成
二
十
五
年
度
の
研
修

会
に
協
力
す
る
本
会
関
係
の

団
体
は
別
掲
の
通
り
で
す
。

◎
講
習
会

①
五
月
三
十
日
（
木
）　

今

治
市
管
工
事
業
協
同
組
合

②
七
月
二
十
九
日
（
月
）　

新
居
浜
市
管
工
事
業
協
同
組

合③
九
月
十
九
日
（
木
）　

長

崎
県
管
工
事
業
協
同
組
合
連

合
会

④
十
月
二
十
二
日
（
火
）　

熊
本
市
管
工
事
協
同
組
合

⑤
十
一
月
二
十
九
日
（
木
）

〜
二
十
五
日
（
金
）　

東
京

都
管
工
事
工
業
協
同
組
合

⑥
十
一
月
十
三
日
（
水
）、

十
四
日
（
木
）　

千
葉
県
水

道
管
工
事
協
同
組
合

⑦
平
成
二
十
六
年
二
月
二
十

日
（
木
）　

長
岡
会
場

　

平
成
二
十
六
年
二
月
二
十

六
日
（
水
）　

新
潟
会
場　

（
一
社
）
新
潟
県
貯
水
槽
管

理
協
会

　

な
お
、
同
研
修
会
は
、

（
公
社
）
建
築
物
飲
料
水
管

理
協
会
（http://w

w
w
.

jw
a-org.or.jp/

）、（
公
社
）

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
会

（h
ttp
://w
w
w
.j-b
m
a.

or.jp/

）
に
お
い
て
も
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。

建
設
業
取
引
適
正
化
推
進
セ

ン
タ
ー
業
務
の
継
続
実
施
の

お
知
ら
せ　
　
　
　
　
　
　

建
設
業
適
正
取
引
推
進
化
機

構
　
（
公
財
）
建
設
業
適
正
取

引
推
進
化
機
構
は
、
昨
年
に

引
き
続
き
国
土
交
通
省
か
ら

委
託
を
受
け
て
、
建
設
工
事

の
請
負
契
約
を
め
ぐ
る
元
請

け
・
下
請
間
等
の
ト
ラ
ブ
ル

の
相
談
窓
口
と
し
て
「
建
設

業
取
引
適
正
化
セ
ン
タ
ー
」

を
下
記
の
通
り
設
置
し
、
相

談
者
へ
紛
争
解
決
や
ト
ラ
ブ

ル
防
止
に
向
け
た
助
言
を

行
っ
て
い
ま
す
。 

　
　
　
　
　

記 

１
．
受
付
時
間　

九
時
三
十

分
〜
十
七
時
（
土
日
、
祝
日

を
除
く
） 

２
．
場
所　

セ
ン
タ
ー
東

京
（
東
京
都
港
区
赤
坂
三
―

二
十
一
―
二
十
、
赤
坂
ロ
ン

グ
ビ
ー
チ
ビ
ル
三
階
、
電
話

〇
三
―
六
二
二
九
―
一
四
八

八
）、
セ
ン
タ
ー
大
阪
（
大

阪
府
大
阪
市
中
央
区
上
町
Ａ

―
十
二
、
上
町
セ
イ
ワ
ビ
ル

三
階
、
電
話
〇
六
―
六
七
六

七
―
三
九
三
九
）

キ
ャ
リ
ア
支
援
企
業
厚
生
労

働
大
臣
表
彰
事
業
の
周
知
等

に
つ
い
て　
　

厚
生
労
働
省

　

厚
生
労
働
省
は
、
キ
ャ
リ

ア
支
援
事
業
の
理
念
や
取
り

組
み
内
容
を
広
く
啓
発
、
普

及
す
る
た
め
の
表
彰
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
応
募

方
法
は
同
省
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
参
照
し
て
下
さ
い
。

h
ttp
://w

w
w
.m
h
lw
.

go.jp/

○
募
集
概
要

１
、
募
集
対
象　

従
業
員
に

職
業
能
力
開
発
の
機
械
を
提

供
し
て
い
る
、
従
業
員
が
希

望
す
る
キ
ャ
リ
ア
（
職
業
経

歴
・
働
き
方
）
を
形
成
し
て

い
け
る
よ
う
支
援
を
行
っ
て

い
る
。

２
．
応
募
資
格　

労
働
関
係

法
令
に
関
し
て
重
大
な
違
反

が
な
く
、
か
つ
、
そ
の
他
の

法
令
上
ま
た
は
社
会
通
念

上
、
表
彰
に
ふ
さ
わ
し
く
な

い
と
判
断
さ
れ
る
問
題
が
な

い
事
等
。

３
．
応
募
期
間　

五
月
二
十

日（
月
）〜
六
月
三
十
日（
日
） 



７ ２０１３年（平成25年）５月１日（水曜日）全 管 連 ニ ュ ー ス（第三種郵便物認可）第６６０号（　）
　

６
日　

全
管
連
青
年
部
協
議

会
の
正
副
会
長
部
会
長
会
議
が

午
後
二
時
よ
り
、
愛
知
県
名
古

屋
市
の
ホ
テ
ル
リ
ソ
ル
名
古
屋

に
て
行
わ
れ
、
仲
村
職
員
が
出

席
し
た
。

　

10
日　

第
三
十
八
回
機
関
誌

編
集
委
員
会
が
午
後
三
時
よ

り
、東
京
都
中
央
区
の
（
公
財
）

給
水
工
事
技
術
振
興
財
団
に
て

行
わ
れ
、
森
広
報
副
部
長
、
上

田
次
長
が
出
席
し
た
。

　

12
日　

平
成
二
十
五
年
度
第

一
回
建
設
業
経
理
検
定
試
験
委

員
会
が
午
後
四
時
よ
り
、
東
京

都
港
区
の
（
一
財
）
建
設
業
振

興
基
金
に
て
行
わ
れ
、
後
藤
専

務
が
出
席
し
た
。

　

16
日　

建
築
設
備
検
査
資
格

者
講
習
運
営
委
員
会
が
午
後
三

時
よ
り
、
東
京
都
港
区
の
（
一

財
）
日
本
建
築
設
備
・
昇
降
機

セ
ン
タ
ー
に
て
行
わ
れ
、
後
藤

専
務
が
出
席
し
た
。

　

19
日　

大
澤
会
長
、
後
藤
専

務
、
松
本
局
長
が
午
後
四
時
よ

り
、
東
京
都
千
代
田
区
の
厚
生

労
働
省
に
て
宇
仁
菅
水
道
課
長

を
表
敬
訪
問
さ
れ
た
。

　

22
日　
（
一
財
）
建
設
業
振

興
基
金
の
拠
出
団
体
専
務
理

事
・
事
務
局
長
会
議
が
午
後
二

時
よ
り
、
東
京
都
港
区
の
同
基

金
に
て
行
わ
れ
、
後
藤
専
務
が

出
席
し
た
。

　

23
日　

第
二
回
水
道
耐
震
化

推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
が
午

後
二
時
よ
り
、
東
京
都
千
代
田

区
の
（
公
社
）
日
本
水
道
協
会

に
て
行
わ
れ
、
藤
川
広
報
担
当

副
会
長
、
松
本
局
長
が
出
席
し

た
。

　

24
日　

建
設
労
働
者
確
保
育

成
助
成
金
説
明
会
が
午
前
十
時

よ
り
、
東
京
都
文
京
区
の
東
京

労
働
局
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
助
成
金

事
務
セ
ン
タ
ー
に
て
行
わ
れ
、

上
田
次
長
が
出
席
し
た
。

　

25
日　

第
七
回
基
幹
技
能
者

制
度
推
進
協
議
会
総
会
が
午
後

一
時
よ
り
、
第
十
四
回
基
幹
技

能
者
制
度
推
進
協
議
会
が
午
後

一
時
三
十
分
よ
り
、
東
京
都
港

区
の
（
一
財
）
建
設
業
振
興
基

金
に
て
行
わ
れ
、
依
田
主
任
が

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
出
席
し
た
。

　

同
日　

平
成
二
十
五
年
度
水

道
週
間
記
念
行
事
実
行
委
員
会

が
午
前
十
時
三
十
分
よ
り
、
東

京
都
千
代
田
区
の
（
公
社
）
日

本
水
道
協
会
に
て
行
わ
れ
、
上

田
次
長
が
出
席
し
た
。 

　

同
日　

北
奥
羽
地
区
水
道
事

業
協
議
会
が
午
後
二
時
よ
り
、

青
森
県
八
戸
市
の
八
戸
圏
域
水

道
企
業
団
に
て
行
わ
れ
、
後
藤

専
務
、松
本
局
長
が
出
席
し
た
。

　

26
日　

部
長
会
議
が
午
後
二

時
よ
り
、
全
管
連
会
館
に
て
行

わ
れ
た
。
出
席
者
は
次
の
と
お

り
で
あ
る
。
松
田
総
務
部
長
、

蒼
森
経
営
部
長
、
横
須
賀
広
報

部
長
、
堀
口
事
業
副
部
長
、
佐

藤
技
術
部
長
、
後
藤
専
務
、
松

本
事
務
局
長
、
上
田
次
長
、
佐

藤
課
長
、
依
田
主
任
、
鈴
木
主

任
。

東
日
本
大
震
災
と
中
小
企
業

組
合
・
中
央
会
「
絆
の
力
を

被
災
地
へ
」
を
作
成

　
　
　
　
　
　

全
国
中
央
会

　

全
国
中
央
会
は
、
東
日
本

大
震
災
の
復
旧
・
復
興
に
向

け
て
中
小
企
業
組
合
や
中
央

会
が
取
り
組
ん
だ
内
容
等
を

と
り
ま
と
め
、「
東
日
本
大

震
災
と
中
小
企
業
組
合
・
中

央
会
〜
絆
の
力
を
被
災
地
へ

〜
」
を
制
作
し
た
。

　

本
誌
は
、
全
管
連
、
宮
城

県
管
工
業
協
同
組
合
、
山
形

市
管
工
事
協
同
組
合
の
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
の
復
旧
活
動
の

様
子
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま

水
道
施
設
工
事
の
積
算
指
針

を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

　

本
会
は
、
上
下
水
道
は
今

後
も
着
実
に
整
備
を
促
進
す

る
必
要
が
あ
り
、
事
業
の
執

行
に
は
、
計
画
、
設
計
工
事

監
理
等
の
専
門
技
術
を
持

ち
、
常
に
新
し
い
情
報
を
理

解
し
て
活
用
で
き
る
優
れ
た

人
材
が
数
多
く
必
要
と
し
て

い
る
。 

　

本
会
の
技
術
委
員
会
で

は
、
こ
の
度
、
水
道
施
設
工

事
の
積
算
業
務
に
携
わ
る

部
長
会
を
開
催

　

標
記
会
議
が
、
四
月
二
十

七
日
、
全
管
連
会
館
に
お
い

て
行
わ
れ
た
。

　

当
日
は
、
①
平
成
二
十
四

年
度
収
支
決
算
（
予
測
）
②

平
成
二
十
五
年
度
事
業
計

画
、
収
支
予
算
（
案
）
に
つ

い
て
協
議
が
行
わ
れ
た
。

公
共
建
築
工
事
標
準
仕
様
書

（
機
械
設
備
工
事
編
）
平
成

25
年
版
の
講
習
会
ご
案
内

　
　
　
　
　

公
共
建
築
協
会

　
（
一
財
）
公
共
建
築
協
会

は
、
平
成
二
十
五
年
版
の
公

共
建
築
工
事
標
準
仕
様
書

を
よ
り
使
い
や
す
く
編
集

し
、
さ
ら
に
参
考
と
な
る
資

料
を
追
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

「
公
共
建
築
工
事
標
準
仕
様

書
（
各
工
事
編
）（
平
成
二

十
五
年
版
）」
と
し
て
取
り

ま
と
め
、
国
土
交
通
省
大
臣

官
房
官
庁
営
繕
部
の
監
修
を

受
け
て
本
書
を
刊
行
致
し
ま

し
た
。
こ
の
「
公
共
建
築
工

事
標
準
仕
様
書
」
及
び
「
公

共
建
築
改
修
工
事
標
準
仕
様

書
」
の
適
用
に
あ
た
り
、
内

容
等
に
つ
い
て
十
分
ご
理
解

を
頂
き
、
適
正
に
運
用
し
て

頂
く
た
め
に
講
習
会
を
開
催

東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
災

害
活
動
の
記
録
に
つ
い
て
説

明
　

標
記
説
明
が
、
四
月
二
十

五
日
、
青
森
県
八
戸
市
の
八

戸
圏
域
水
道
企
業
団
会
議
室

に
て
開
催
さ
れ
た
北
奥
羽
地

区
水
道
事
業
協
議
会
に
て
行

わ
れ
、
後
藤
専
務
、
松
本
局

長
が
出
席
さ
れ
た
。

　

当
日
は
、
地
震
等
緊
急
時

に
お
け
る
応
急
復
旧
工
事
対

応
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
水
道
事
業

に
お
け
る
耐
震
化
の
状
況
、

新
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
の
説
明
、

水
道
耐
震
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
進
め
方
等
に
つ
い
て
説
明

を
行
っ
た
。 

致
し
ま
す
。（
別
掲
参
照
）。

ま
た
、
本
会
は
同
講
習
会
に

協
賛
い
た
し
ま
す
。講
習
会
、

図
書
の
販
売
等
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
下
さ
い
。

http://w
w
w
.pbaw

eb.
jp公

共
建
築
工
事
標
準
仕
様
書

（
機
械
設
備
工
事
編
）
平
成

二
十
五
年
版
等
の
講
習
会

１
．
主
催　
（
一
財
）
公
共

建
築
協
会
、（
一
財
）
建
築

保
全
セ
ン
タ
ー

２
．
時
間　

十
時
〜
十
六
時

四
十
五
分
（
受
付
九
時
三
十

分
）

３
．
開
催
地
開
催
日　

別
掲

参
照

４
．
参
加
費　

Ａ
（
一
万
八

千
円
、
公
共
建
築
協
会
の
正

会
員
（
所
属
す
る
法
人
職
員

を
含
む
）
及
び
賛
助
会
員
、

Ｂ
（
二
万
円
、
国
・
地
方
公

平成 25 年度公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）

『
ケ
イ
タ
イ
も
ん
』
ア
プ
リ

を
公
開　

　
　
　
　

地
域
開
発
研
究
所

　
（
一
財
）
地
域
開
発
研
究

所
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
使
用
し

た｢

ケ
イ
タ
イ
も
ん｣

を

公
開
し
て
い
る
。

　

同
ア
プ
リ
は
、
学
科
試
験

対
策
と
し
て
分
野
別
四
肢
択

一
式
で
解
答
し
、
正
解
と
ヒ

ン
ト
を
掲
載
し
て
い
る
の

で
、
そ
の
場
で
理
解
力
ア
ッ

プ
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

土
木
・
建
築
・
管
工
事
の

施
工
管
理
技
士
受
験
対
策

用
体
験
版
が
あ
り
ま
す
の

で
、
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（h

ttp
://w
w
w
.ias.

or.jp/index.php
）よ
り

ご
確
認
下
さ
い
。

方
々
を
対
象
に
、
初
心
者
に

も
分
か
り
や
す
く
、
し
か
も

実
践
に
役
立
つ
、
標
記
の
基

本
的
な
資
料
を
作
成
し
、
本

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
会
員

通
知
」（
会
員
限
定
）
に
し

ま
し
た
。http://w

w
w
.

zenkanren.or.jp/ 

す
。
詳
細
は
全
国
中
央
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.chuokai.or.jp/

）

か
ら
閲
覧
で
き
ま
す
。

共
団
体
職
員
、
後
援
・
協
賛

団
体
の
会
員
）、
Ｃ
（
二
万

三
千
円
、
一
般
）

５
．
テ
キ
ス
ト　

公
共
建
築

工
事
標
準
仕
様
書
（
機
械
設

備
工
事
編
）
平
成
二
十
五
年

度
版
、
公
共
建
築
設
備
工
事

標
準
図
（
機
械
設
備
工
事

編
）
平
成
二
十
五
年
版
、
公

共
建
築
改
修
工
事
標
準
仕
様

書
（
機
械
設
備
工
事
編
）
平

成
二
十
五
年
版

６
．
受
講
の
み
（
消
費
税
含

む
）　

Ａ
（
八
千
円
）、Ｂ
（
一

万
円
）、
Ｃ
（
一
万
三
千
円
）

７
．
申
込　
（
一
社
）　

公
共

建
築
協
会
各
地
区
事
務
局

８
．
問
い
合
わ
せ
先　
（
一

財
）
公
共
建
築
協
会
（
〒
一

〇
四
―
〇
〇
三
三　

東
京
都

中
央
区
新
川
一
―
二
十
四
―

八　

東
熱
新
川
ビ
ル
六
階
、

電
話
〇
三
―
三
五
二
三
―
〇

三
八
一
）

公
益
社
団
法
人
へ
の
移
行
の

ご
案
内　
　

日
本
水
道
協
会

　

四
月
一
日
、（
社
）
日
本

水
道
協
会
は
、
新
公
益
法
人

制
度
に
基
づ
き
、
公
益
社
団

法
人
と
な
り
ま
し
た
。 

　

同
協
会
は
、
昭
和
七
年
に

設
立
さ
れ
て
以
来
、
八
十
年

に
わ
た
り
、
産
・
学
・
官
の

垣
根
を
越
え
た
、
全
国
水
道

関
係
者
に
よ
る
唯
一
の
協
議

機
関
と
し
て
八
十
一
年
の
歴

史
を
重
ね
、
事
業
環
境
の
変

化
を
経
験
し
て
き
た
。 

　

尾
崎
理
事
長
は
、
公
益
法

人
の
原
点
で
あ
る
公
共
の
担

い
手
と
し
て
国
民
生
活
へ
の

貢
献
を
再
確
認
す
る
機
会
と

捉
え
、
国
民
の
皆
様
が
将
来

に
わ
た
っ
て
水
道
の
恩
恵
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
ま

い
り
ま
す
と
述
べ
ら
れ
た
。

公
益
財
団
法
人
へ
の
移
行
と

名
称
変
更
の
ご
案
内

日
本
建
築
衛
生
管
理
セ
ン

タ
ー

　

四
月
一
日
、（
財
）
ビ
ル

管
理
教
育
セ
ン
タ
ー
は
、
内

閣
総
理
大
臣
か
ら
公
益
財
団

法
人
の
認
定
を
受
け
、
平
成

二
十
五
年
四
月
一
日
付
け
で

公
益
財
団
法
人
に
移
行
し
、

併
せ
て
名
称
を
「
公
益
財
団

法
人
日
本
建
築
衛
生
管
理
教

育
セ
ン
タ
ー
」
と
変
更
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

ア
ド
レ
ス
も
次
の
通
り
変
更

し
て
お
り
ま
す
。http://

w
w
w
.jahm

ec.or.jp/

　

な
お
、
同
財
団
の
概
要
に

つ
い
て
は
事
務
連
絡
に
て
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
送
付
い
た
し

ま
す
。

のじぎく会館

全
管
連
の
う
ご
き

４月



給
水
装
置
工
事
配
管
技
能
者

　
　
　

検
定
会
の
ご
案
内

　
（
公
財
）
給
水
工
事
技
術

振
興
財
団
に
お
い
て
は
、
平

成
二
十
五
年
度
給
水
装
置
工

事
配
管
技
能
者
検
定
会
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

給
水
装
置
工
事
事
業
者
の

「
事
業
の
運
営
の
基
準
」
と

し
て
、
水
道
法
施
行
規
則
第

三
十
六
条
第
二
号
に
、
配
水

管
か
ら
水
道
メ
ー
タ
ー
ま
で

の
給
水
装
置
工
事
に
つ
い
て

25年度

は
、
適
切
な
技
能
を
有
す
る

者
に
施
行
さ
せ
る
こ
と
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
適
切
な
技
能
を

有
す
る
者
の
確
保
に
つ
い
て

は
、
給
水
装
置
工
事
事
業
者

及
び
水
道
事
業
者
の
い
ず
れ

の
観
点
か
ら
も
必
要
不
可
欠

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
五
年
度
も
、
全

管
連
及
び
（
公
社
）
日
本
水

道
協
会
の
後
援
の
も
と
に
実

施
し
て
い
る
。
こ
の
検
定
会

の
実
施
に
際
し
て
は
、
全
管

連
都
道
府
県
支
部
が
募
集
、

会
場
の
受
付
、
受
講
者
の
受

付
等
で
も
協
力
を
行
っ
て
い

る
。

　

こ
の
度
、
平
成
二
十
三
年

七
月
八
日
、
本
会
よ
り
大
塚

厚
生
労
働
副
大
臣
（
当
時
）

に
対
し
、
安
全
な
水
道
水
の

供
給
と
施
工
技
術
の
確
保
の

た
め
に
、
給
水
装
置
工
事
配

管
技
能
者
の
法
的
な
位
置
づ

け
を
求
め
る
要
望
書
を
提
出

し
ま
し
た
。　

　

こ
の
本
会
の
要
望
に
対

し
、
厚
労
省
健
康
局
水
道
課

よ
り
八
月
三
十
日
付
け
で
各

都
道
府
県
水
道
行
政
主
管
部

局
並
び
に
各
厚
生
労
働
大
臣

認
可
水
道
事
業
者
担
当
者
に

対
し
「
給
水
装
置
工
事
の
適

―
厚
労
省
事
務
連
絡
に
基
づ
く

　

配
水
管
へ
の
分
水
栓
の
取
り
付
け
、

　

配
水
管
の
せ
ん
孔
技
能
取
得
を
―

新
刊
小
冊
子
等
の
ご
案
内

　
　
　
　
　

 

　
（
株
）
清
文
社
は
、
災
害

に
結
び
つ
き
や
す
い
六
つ
の

作
業
と
職
長
・
安
責
者
の
職

務
に
つ
い
て
、
ポ
イ
ン
ト
を

説
き
、
テ
ー
マ
ご
と
に
理
解

度
を
確
認
で
き
る
テ
キ
ス
ト

や
、
作
業
現
場
や
職
場
で
起

こ
り
得
る
運
搬
災
害
等
の
そ

れ
ぞ
れ
の
種
類
、
特
色
、
使

用
ル
ー
ル
の
解
説
テ
キ
ス
ト

等
、
業
務
の
安
全
を
守
る
た

め
の
冊
子
等
を
販
売
し
て
お

り
ま
す
。 

　

詳
細
は
同
社
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
案
内
を
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
一
部
の
新
刊
に

つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

上
で
内
容
を
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。 

http
://w
w
w
.skattsei.

co.jp/ 

第
50
回
全
国
建
設
業
労
働
災

害
防
止
大
会
（
新
潟
）
へ
の

ご
案
内

　

建
設
業
労
働
災
害
防
止
協

会
は
、
標
記
大
会
を
十
月
十

日
・
十
一
日
の
二
日
間
に
亘

り
朱
鷺
メ
ッ
セ
（
新
潟
県
新

潟
市
）
に
て
開
催
す
る
。

　

同
協
会
は
、
全
国
的
な
安

全
衛
生
水
準
の
向
上
を
図
る

た
め
、
毎
年
、
二
日
間
に
わ

た
り
全
国
の
建
設
業
の
安
全

衛
生
担
当
者
の
皆
様
が
一
堂

に
会
す
る
全
国
建
設
業
労
働

災
害
防
止
大
会
を
開
催
し
て

い
る
。

　

初
日
の
総
合
集
会
で
は
、

労
働
災
害
防
止
活
動
に
顕
著

な
功
労
・
功
績
の
あ
っ
た

安
全
功
労
者
な
ど
の
表
彰
、

安
全
の
誓
い
の
採
択
、
記

念
講
演
等
を
、
二
日
目
の

専
門
部
会
で
は
、
会
員
企

業
な
ど
が
取
り
組
み
、
成

果
を
あ
げ
た
最
新
の
安
全

衛
生
管
理
活
動
の
発
表
や

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
を
開

催
す
る
。
参
加
に
関
す
る

る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
建

設
業
労
働
災
害
防
止
協
会
、

電
話
（
〇
三
―
三
四
五
三

―
八
二
〇
一
）、http://

w
w
w
.kensaibou.or.jp/

index.htm
l

第
50
回
全
国
建
設
業
労
働
災

害
防
止
大
会
（
新
潟
）

１
．
会
場　

朱
鷺
メ
ッ
セ

２
．
参
加
費　

七
千
五
百
円

（
一
名
）

３
．
申
込
方
法　

申
込
書
に

散
会
日
を
添
え
て
、
最
寄
り

の
建
設
防
都
道
府
県
支
部

（
本
部
）
ま
で
持
参
。
当
日

受
付
も
可
能
で
す
が
、
混
雑

が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
事
前

お
申
込
み
下
さ
い
。

平
成
25
年
度
か
ら
雇
用
関
係

助
成
金
が
変
わ
り
ま
す
！

　

厚
生
労
働
省
は
、
平
成

二
十
五
年
度
か
ら
事
業
主
の

方
に
対
す
る
雇
用
関
係
の
各

種
助
成
金
制
度
に
つ
い
て
、

既
存
の
助
成
金
で
類
似
す
る

も
の
を
統
廃
合
し
て
分
か
り

や
す
く
、
活
用
し
や
す
い
制

度
体
系
に
し
た
。 

　

現
在
の
各
種
助
成
金
に

つ
い
て
は
厚
生
労
働
省
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て

下
さ
い
。http://w

w
w
.

m
hlw
.go.jp/

か
ら
、「
分

野
別
の
政
策
」
↓
「
雇
用
・

労
働
」の
中
の「
雇
用
」↓「
施

策
情
報
」
の
中
の
「
助
成
金
」

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

　

従
来
の
「
建
設
教
育
訓
練

助
成
金
」
と
「
建
設
雇
用
改

善
推
進
助
成
金
」
は
統
廃
合

さ
れ
、若
年
労
働
者
の
確
保
・

育
成
や
技
能
承
継
に
重
点
を

置
い
た
形
の
新
助
成
金
「
建

設
労
働
者
確
保
育
成
助
成

金
」
に
統
廃
合
さ
れ
、
現
行

助
成
金
と
同
様
に
個
別
企
業

と
中
小
企
業
団
体
向
け
の
コ

ー
ス
で
構
成
さ
れ
、
建
設
産

業
に
お
け
る
若
年
者
に
魅
力

あ
る
職
場
づ
く
り
や
労
働
者

の
技
能
向
上
等
に
取
り
組
む

事
業
主
等
に
対
し
て
助
成
し

ま
す
。 

　
「
建
設
教
育
訓
練
助
成
金
」

は
、
認
定
訓
練
、
技
能
実
習
、

新
分
野
教
育
訓
練
、
建
設
広

域
教
育
訓
練
、
建
設
業
人
材

育
成
支
援
の
五
種
類
、「
建

設
雇
用
改
善
推
進
助
成
金
」

は
建
設
事
業
主
、
建
設
事
業

主
団
体
が
支
給
対
象
者
と
な

り
ま
す
。 

　

詳
細
は
都
道
府
県
労
働
局

又
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
制
度

検
索
サ
イ
ト
の
ご
案
内

　
（
一
社
）
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
推
進
協
議
会
は
、
地
域
別

に
地
方
公
共
団
体
の
補
助
制

度
、
融
資
制
度
等
を
検
索
す

る
こ
と
が
で
き
る
「
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
支
援
制
度
検
索
シ

ス
テ
ム
」
を
公
開
し
た
。

http://w
w
w
.j-reform

.
com
/reform

-support/

　

同
サ
イ
ト
は
、
各
都
道
府

県
を
詮
索
し
、
支
援
分
類

（
耐
震
化
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
、
災

害
予
防
、リ
フ
ォ
ー
ム
促
進
、

そ
の
他
）
と
支
援
方
法
（
補

助
、
融
資
、
利
子
補
給
、
専

門
家
等
派
遣
、
そ
の
他
）
を

選
択
す
る
と
制
度
を
紹
介
さ

れ
る
。

円
滑
化
法
期
限
到
来
後
の
中

小
企
業
の
対
応
に
つ
い
て

　

金
融
庁
は
、
平
成
二
十
五

年
三
月
末
に
期
限
を
迎
え
た

円
滑
化
法
期
限
到
来
後
の
金

融
機
関
・
金
融
庁
の
対
応
、

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者

を
支
援
す
る
た
め
の
施
策
に

つ
い
て
、
説
明
の
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
作
成
し
、
相
談
窓
口

を
設
け
た
。
詳
細
は
同
庁
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て
下

さ
い
。http://w

w
w
.fsa.

go.jp/policy/chusho/
enkatu.htm

l#01

　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
次
の

内
容
を
紹
介
し
て
い
る
。

１
．
金
融
機
関
に
よ
る
円
滑

化
法
終
了
前
と
変
わ
ら
な
い

対
応

・
円
滑
化
法
と
同
等
の
内
容

を
法
律
や
監
督
指
針
・
検
査

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
明
記
し
、
金

融
機
関
が
法
の
終
了
前
と
変

わ
ら
ず
貸
付
条
件
の
変
更
等

や
円
滑
な
資
金
供
給
に
努
め

る
。

・
金
融
業
界
は
、
こ
れ
ま
で

同
様
、
貸
付
条
件
の
変
更
等

や
資
金
供
給
に
努
め
て
い
く

旨
を
申
合
せ
。

２
．
事
業
者
の
規
模
や
状
況

に
応
じ
た
経
営
改
善
・
資
金

繰
り
支
援

・
規
模
の
小
さ
な
中
小
企
業

が
、
経
営
の
立
て
直
し
を
図

る
際
の
計
画
作
成
費
用
を
支

援
。

・
公
的
機
関
で
あ
る
中
小
企

業
再
生
支
援
協
議
会
や
地
域

経
済
活
性
化
支
援
機
構
が
、

経
営
を
立
て
直
す
た
め
の
計

画
の
作
成
や
金
融
機
関
と
の

調
整
を
手
伝
う
。

正
な
施
行
に
つ
い

て
」
を
通
知
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
事
務
連
絡

が
実
効
あ
る
も
の

と
な
る
よ
う
、（
公

財
）
給
水
工
事
技

術
振
興
財
団
、（
公

社
）
日
本
水
道
協

会
と
一
層
の
連
携

を
図
り
、
給
水
装

置
工
事
配
管
技
能

者
検
定
会
の
充
実

と
水
道
事
業
者
に

よ
る
検
定
修
了
者

等
の
位
置
づ
け
の

促
進
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、

多
数
の
皆
様
の
受

講
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
な
お
、

日
程
に
つ
き
ま
し

て
は
、
本
会
Ｈ
Ｐ

に
も
掲
載
し
ま
す

の
で
合
わ
せ
て
ご

確
認
下
さ
い
。

実
技
過
程
実
施
中

平
成
24
年
度
に
実
施
さ
れ
た
検
定
会

８２０１３年（平成25年）５月１日（水曜日） 全 管 連 ニ ュ ー ス （第三種郵便物認可） 第６６０号 （　）
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